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(57)【要約】

　本発明は、針を穿刺対象層に確実に刺すことができる

被検体内導入システムを提供することを目的とする。本

発明において、カプセル型内視鏡１０は、筐体の表面に

対して突出および収納が可能である針１６と永久磁石１

８とを備える。磁界制御部８は、カプセル型内視鏡１０

における永久磁石１８の磁化方向、カプセル型内視鏡１

０における針１６の位置、および針１６の先端方向をも

とに、永久磁石１８の方向を変化させる磁界を磁界発生

部に発生させる。これによって、磁界制御部８は、突出

した針１６が穿刺対象層に穿刺できるようにカプセル型

内視鏡１０全体の方向を変化させる。この結果、穿刺対

象層に針１６を確実に刺すことができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 被 検 体 の 内 部 に 導 入 さ れ る 被 検 体 内 導 入 装 置 と 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 の 動 作 を 制 御 す

る 制 御 装 置 と を 備 え た 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に お い て 、

　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、

　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 を 構 成 す る 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 磁 化 方 向 を 有 す る 磁 気 応 答 部 と 、

　 前 記 筐 体 の 表 面 に 対 し て 突 出 お よ び 収 納 が 可 能 で あ る 針 と 、

　 を 備 え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、

　 前 記 被 検 体 内 に 磁 界 を 発 生 す る 磁 界 発 生 部 と 、

　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 に お け る 磁 気 応 答 部 の 磁 化 方 向 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 に お け る

針 の 位 置 、 お よ び 前 記 針 の 先 端 方 向 を も と に 、 前 記 磁 気 応 答 部 の 方 向 を 変 化 さ せ る 磁 界 を

前 記 磁 界 発 生 部 に 発 生 さ せ て 、 突 出 し た 前 記 針 が 穿 刺 対 象 層 に 穿 刺 で き る よ う に 前 記 被 検

体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る 制 御 部 と 、

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と で 前 記 磁 気 応 答

部 の 方 向 を 変 化 さ せ て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 磁 気 応 答 部 の 磁 化 方 向 は 、 前 記 筐 体 の 径 方 向 と 略 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ２ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 磁 界 発 生 部 に 回 転 磁 界 を 発 生 さ せ る こ と で 前 記 磁 気 応 答 部 を 回 転 さ

せ て 、 前 記 筐 体 の 長 軸 を 中 心 軸 と し て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 筐 体 の 外 表 面 に 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 を 推 進 さ せ る 螺 旋 構 造 を 備 え た こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 磁 気 応 答 部 を 前 記 筐 体 に 対 し て 接 続 し 、 前 記 筐 体 に 対 す る 前 記 磁 気 応 答 部 の 接 続 状

態 を 固 定 状 態 と 可 動 自 在 状 態 と に 切 り 替 え る 接 続 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４

に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 磁 気 応 答 部 の 可 動 自 在 状 態 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 自 在 な 状 態 で あ る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 筐 体 に 対 す る 相 対 的 な 前 記 磁 気 応 答 部 の 回 転 に よ っ て 前 記 筐 体 か ら 前 記 針 を 突 没 さ

せ る 突 没 機 構 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 固 定 状 態 の 前 記 磁 気 応 答 部 の 回 転 に 追 従 し

て 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 針 は 、 前 記 針 の 先 端 方 向 が 前 記 磁 気 応 答 部 の 磁 化 方 向 と 同 一 面 内 と な る よ う に 設 け

ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 針 は 、 前 記 突 出 し た 針 の 先 端 部 と 前 記 筐 体 の 長 軸 と を 最 短 距 離 で 結 ぶ 直 線 上 に お い

て 、 前 記 突 出 し た 針 の 先 端 部 と 前 記 筐 体 の 外 周 部 と の 距 離 が １ ｍ ｍ 以 上 と な る 長 さ を 有 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 針 は 、 前 記 針 の 前 記 筐 体 側 の 母 線 と 、 前 記 母 線 が 前 記 筐 体 の 外 周 と 交 わ る 点 に お け

る 接 線 と が 成 す 角 が ４ ５ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入

シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 針 は 、 突 出 し た 場 合 に お け る 長 さ が １ ． ２ ６ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 筐 体 の 外 径 は 、 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 被 検 体 内

導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 針 の 突 出 し た 場 合 に お け る 長 さ （ Ｌ ） は 、 前 記 筐 体 の 外 径 （ ２ ｒ ） と の 間 で 、

Ｌ ＋ ２
１ ／ ２

（ ｒ ／ ２ ） ≧ （ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ ）
１ ／ ２

の 関 係 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 の 強 度 を 変 化 さ せ る こ と で 前 記 磁 気 応 答

部 の 方 向 を 変 化 さ せ て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 磁 気 応 答 部 の 磁 化 方 向 は 、 前 記 筐 体 の 長 軸 方 向 と 略 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ ６ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 前 記 針 の 先 端 は 、 約 ３ ０ ° の 角 度 で カ ッ ト さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載

の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 前 記 針 は 、 カ ッ ト 面 が 前 記 筐 体 に 対 し て 外 側 を 向 く よ う に 前 記 筐 体 に 設 け ら れ る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 前 記 被 検 体 の 体 内 画 像 を 取 得 す る 画 像 取 得 部 を 備 え 、

　 前 記 針 は 、 前 記 筐 体 か ら 突 出 し た 場 合 、 前 記 画 像 取 得 部 の 視 野 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 被 検 体 の 内 部 に 導 入 さ れ る 被 検 体 内 導 入 装 置 と 、 被 検 体 内 導 入 装 置 の 動 作

を 制 御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 内 視 鏡 の 分 野 に お い て 、 飲 込 み 型 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 開 発 さ れ て い る 。 こ の カ プ セ ル

型 内 視 鏡 は 、 撮 像 機 能 と 無 線 機 能 と を 備 え 、 体 腔 内 の 観 察 の た め に 患 者 の 口 か ら 飲 込 ま れ

た 後 、 人 体 か ら 自 然 排 出 さ れ る ま で の 間 、 た と え ば 食 道 、 胃 、 小 腸 な ど の 臓 器 の 内 部 を そ

の 蠕 動 運 動 に し た が っ て 移 動 し 、 順 次 撮 像 す る 機 能 を 有 す る 。 近 年 、 こ の よ う な カ プ セ ル

型 内 視 鏡 と し て 、 薬 液 タ ン ク に 接 続 す る 針 と 、 こ の 針 を 突 出 さ せ る ア ク チ ュ エ ー タ と を 設

け 、 病 変 部 な ど へ 薬 液 を 注 入 で き る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 提 案 さ れ て い る （ た と え ば 、 特 許

文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ２ ２ ９ ９ ８ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に お い て は 、 薬 液 の 注 入 対 象 層 に 針 を
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穿 刺 す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の よ う に 、 穿

刺 対 象 の 腸 壁 に 針 を 単 に 突 出 さ せ た だ け で は 、 腸 壁 の た わ み や 腸 壁 か ら の 反 動 に よ っ て 、

う ま く 針 が 注 入 対 象 層 に 刺 さ ら な い 場 合 が 多 く 、 薬 液 の 注 入 を 確 実 に 行 な う こ と が で き な

か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 技 術 の 欠 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 針 を 穿 刺 対 象 層 に

確 実 に 刺 す こ と が で き る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ

ム は 、 被 検 体 の 内 部 に 導 入 さ れ る 被 検 体 内 導 入 装 置 と 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 の 動 作 を 制

御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 前

記 被 検 体 内 導 入 装 置 を 構 成 す る 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 磁 化 方 向 を 有 す る 磁 気 応 答 部 と 、 前 記

筐 体 の 表 面 に 対 し て 突 出 お よ び 収 納 が 可 能 で あ る 針 と 、 を 備 え 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 被

検 体 内 に 磁 界 を 発 生 す る 磁 界 発 生 部 と 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 に お け る 磁 気 応 答 部 の 磁 化

方 向 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 に お け る 針 の 位 置 、 お よ び 前 記 針 の 先 端 方 向 を も と に 、 前 記

磁 気 応 答 部 の 方 向 を 変 化 さ せ る 磁 界 を 前 記 磁 界 発 生 部 に 発 生 さ せ て 、 突 出 し た 前 記 針 が 穿

刺 対 象 層 に 穿 刺 で き る よ う に 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る 制 御 部 と 、 を

備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 制 御 部 は

、 前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と で 前 記 磁 気 応 答 部 の 方 向 を 変 化

さ せ て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 磁 気 応 答

部 の 磁 化 方 向 は 、 前 記 筐 体 の 径 方 向 と 略 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 制 御 部 は

、 前 記 磁 界 発 生 部 に 回 転 磁 界 を 発 生 さ せ る こ と で 前 記 磁 気 応 答 部 を 回 転 さ せ て 、 前 記 筐 体

の 長 軸 を 中 心 軸 と し て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 筐 体 の 外

表 面 に 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 を 推 進 さ せ る 螺 旋 構 造 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 磁 気 応 答

部 を 前 記 筐 体 に 対 し て 接 続 し 、 前 記 筐 体 に 対 す る 前 記 磁 気 応 答 部 の 接 続 状 態 を 固 定 状 態 と

可 動 自 在 状 態 と に 切 り 替 え る 接 続 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 磁 気 応 答

部 の 可 動 自 在 状 態 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 自 在 な 状 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 筐 体 に 対

す る 相 対 的 な 前 記 磁 気 応 答 部 の 回 転 に よ っ て 前 記 筐 体 か ら 前 記 針 を 突 没 さ せ る 突 没 機 構 を

備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 被 検 体 内

導 入 装 置 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 固 定 状 態 の 前 記 磁 気 応 答 部 の 回 転 に 追 従 し て 回 転 す る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 は 、 前

記 針 の 先 端 方 向 が 前 記 磁 気 応 答 部 の 磁 化 方 向 と 同 一 面 内 と な る よ う に 設 け ら れ た こ と を 特

徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 は 、 前

記 突 出 し た 針 の 先 端 部 と 前 記 筐 体 の 長 軸 と を 最 短 距 離 で 結 ぶ 直 線 上 に お い て 、 前 記 突 出 し

た 針 の 先 端 部 と 前 記 筐 体 の 外 周 部 と の 距 離 が １ ｍ ｍ 以 上 と な る 長 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と

す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 は 、 前

記 針 の 前 記 筐 体 側 の 母 線 と 、 前 記 母 線 が 前 記 筐 体 の 外 周 と 交 わ る 点 に お け る 接 線 と が 成 す

角 が ４ ５ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 は 、 突

出 し た 場 合 に お け る 長 さ が １ ． ２ ６ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 筐 体 の 外

径 は 、 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 の 突 出

し た 場 合 に お け る 長 さ （ Ｌ ） は 、 前 記 筐 体 の 外 径 （ ２ ｒ ） と の 間 で 、 Ｌ ＋ ２
１ ／ ２

（ ｒ ／

２ ） ≧ （ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ ）
１ ／ ２

の 関 係 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 制 御 部 は

、 前 記 磁 界 発 生 部 が 発 生 す る 磁 界 の 強 度 を 変 化 さ せ る こ と で 前 記 磁 気 応 答 部 の 方 向 を 変 化

さ せ て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 磁 気 応 答

部 の 磁 化 方 向 は 、 前 記 筐 体 の 長 軸 方 向 と 略 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 の 先 端

は 、 約 ３ ０ ° の 角 度 で カ ッ ト さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 針 は 、 カ

ッ ト 面 が 前 記 筐 体 に 対 し て 外 側 を 向 く よ う に 前 記 筐 体 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 被 検 体 内

導 入 装 置 は 、 前 記 被 検 体 の 体 内 画 像 を 取 得 す る 画 像 取 得 部 を 備 え 、 前 記 針 は 、 前 記 筐 体 か

ら 突 出 し た 場 合 、 前 記 画 像 取 得 部 の 視 野 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 被 検 体 内 導 入 装 置 は 、 筐 体 の 表 面 に 対 し て 突 出 お よ び 収 納 が 可 能 で

あ る 針 と と も に 磁 化 方 向 を 有 す る 磁 気 応 答 部 を 備 え 、 制 御 装 置 は 、 被 検 体 内 導 入 装 置 に お

け る 磁 気 応 答 部 の 磁 化 方 向 、 被 検 体 内 導 入 装 置 に お け る 針 の 位 置 、 お よ び 針 の 先 端 方 向 を

も と に 、 磁 気 応 答 部 の 方 向 を 変 化 さ せ る 磁 界 を 磁 界 発 生 部 に 発 生 さ せ る こ と に よ っ て 、 突

出 し た 針 が 穿 刺 対 象 層 に 穿 刺 で き る よ う に 被 検 体 内 導 入 装 置 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る た め

、 穿 刺 対 象 層 に 針 を 確 実 に 刺 す こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 模 式 図 で
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あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ に お け る 薬 液 注 入 処 理 を 説 明 す る 処

理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ２ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る

。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ２ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る

。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 の 他 の 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す

る 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 従 来 技 術 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る 図 で

あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 従 来 技 術 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る 図 で

あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る

図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る

図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 従 来 技 術 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る 図 で

あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る

図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で

あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 図 １ ６ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す る 図

で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 図 １ ６ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す る 図

で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説

明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説

明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で

あ る 。

【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 図 ２ １ に お け る Ｃ Ｃ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理

を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ 】 図 ２ ４ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理

を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ 】 図 ２ ５ は 、 従 来 技 術 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 針 を 説 明 す る 図 で

あ る 。

【 図 ２ ６ 】 図 ２ ６ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ７ 】 図 ２ ７ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ８ 】 図 ２ ８ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ２ ９ 】 図 ２ ９ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ３ ０ 】 図 ３ ０ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ３ １ 】 図 ３ １ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。
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【 図 ３ ２ 】 図 ３ ２ は 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ３ ３ 】 図 ３ ３ は 、 本 発 明 の 変 形 例 １ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 一 構 成 例 を 示 す 模 式

図 で あ る 。

【 図 ３ ４ 】 図 ３ ４ は 、 図 ３ ３ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の Ｃ Ｃ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ５ 】 図 ３ ５ は 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 が 固 定 状 態 で あ る 場 合 の カ プ セ ル

型 内 視 鏡 の 動 作 を 例 示 す る 模 式 図 で あ る 。

【 図 ３ ６ 】 図 ３ ６ は 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 が 接 続 部 材 に よ っ て 可 動 自 在 状 態

に 切 り 替 わ っ た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ３ ７ 】 図 ３ ７ は 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 が 可 動 自 在 状 態 で あ る 場 合 の カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 の 動 作 を 例 示 す る 模 式 図 で あ る 。

【 図 ３ ８ 】 図 ３ ８ は 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で

あ る 。

【 図 ３ ９ 】 図 ３ ９ は 、 図 ３ ８ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す る 図

で あ る 。

【 図 ４ ０ 】 図 ４ ０ は 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 の 他 の 例 を 示 す

模 式 図 で あ る 。

【 図 ４ １ 】 図 ４ １ は 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 の 他 の 例 を 示 す

模 式 図 で あ る 。

【 図 ４ ２ 】 図 ４ ２ は 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 の 他 の 例 を 示 す

模 式 図 で あ る 。

【 図 ４ ３ 】 図 ４ ３ は 、 実 施 の 形 態 ５ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で

あ る 。

【 図 ４ ４ 】 図 ４ ４ は 、 図 ４ ３ の 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ ５ 】 図 ４ ５ は 、 図 ４ ３ お よ び 図 ４ ４ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 す る 方 向 変 化 処 理

を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ４ ６ 】 図 ４ ６ は 、 本 発 明 の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 一 構 成 例 を 示 す 模 式

図 で あ る 。

【 図 ４ ７ 】 図 ４ ７ は 、 本 発 明 の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 撮 像 視 野 内 に 針 を 突

出 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ４ ８ 】 図 ４ ８ は 、 本 発 明 の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 撮 像 す る 画 像 の 一 例

を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ４ ９ 】 図 ４ ９ は 、 変 形 例 ３ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る

。

【 図 ５ ０ 】 図 ５ ０ は 、 図 ４ ９ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 所 定 の 各 状 態 に お い て 印 加 さ れ る

磁 界 の 磁 界 強 度 を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 １ 　 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム

　 ２ 　 磁 界 発 生 部

　 ３ 　 受 信 部

　 ４ 　 制 御 部

　 ５ 　 表 示 部

　 ６ 　 入 力 部

　 ７ 　 記 憶 部

　 ８ 　 磁 界 制 御 部

　 ９ 　 電 力 供 給 部

　 １ ０ ， １ ０ ａ ， ２ １ ０ ， ２ １ ０ ａ ， ２ １ ０ ｂ ， ２ １ ０ ｃ ， ３ １ ０ ， ３ １ ０ ａ ， ４ １ ０ ，

４ １ ０ ａ ， ４ １ ０ ｂ ， ４ １ ０ ｃ ， ５ １ ０ ， ５ １ ０ ａ ， ５ １ ０ ｂ 　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡

　 １ １ 　 ア ン テ ナ

　 １ ２ 　 撮 像 素 子
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　 １ ２ ａ 　 レ ン ズ

　 １ ２ ｂ 　 Ｌ Ｅ Ｄ

　 １ ３ 　 薬 液 タ ン ク

　 １ ４ 　 バ ル ブ

　 １ ５ 　 ア ク チ ュ エ ー タ

　 １ ６ ， １ １ ６ ， ３ １ ６ 　 針

　 １ ７ 　 制 御 基 板

　 １ ８ ， ２ １ ８ ， ３ １ ８ ， ４ １ ８ 　 永 久 磁 石

　 １ ９ 　 電 池

　 ２ ２ ０ 　 錘

　 ３ １ １ 　 筐 体

　 ３ １ ２ 　 突 没 機 構

　 ３ １ ２ ａ 　 ラ ッ ク

　 ３ １ ２ ｂ 　 ピ ニ オ ン ギ ア

　 ３ １ ３ 　 回 転 軸

　 ３ １ ４ 　 軸 受 け 部

　 ３ １ ５ 　 接 続 状 態 切 替 部

　 ３ １ ５ ａ 　 接 続 部 材

　 ３ １ ５ ｂ 　 ア ク チ ュ エ ー タ

　 ５ ０ ２ ａ ， ５ ０ ２ ｂ 　 歯 車

　 ５ ０ ８ 　 高 摩 擦 部 材

　 ５ ０ ９ 　 摩 擦 低 減 部 材

　 ５ １ １ 　 カ プ セ ル 本 体

　 ５ １ ２ 　 シ ー ス

　 ５ １ ３ 　 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ

　 ５ １ ４ 　 患 部

　 ５ １ ６ 　 回 転 針

　 ５ １ ８ ａ 　 回 転 移 動 磁 石

　 ５ １ ８ ｂ 　 回 転 磁 石

　 ５ ２ ０ 　 モ ー タ

　 ５ ２ １ 　 螺 旋

　 ５ ２ ２ 　 溝

　 ５ ３ ３ 　 貫 通 穴

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 単 に 「 実 施 の 形

態 」 と 称 す る ） で あ る 無 線 型 の カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の

形 態 に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 図 面 の 記 載 に お い て 、 同 一 部 分 に は

同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ 実 施 の 形 態 １ ）

　 ま ず 、 実 施 の 形 態 １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ

ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に お け る カ プ セ

ル 導 入 シ ス テ ム １ は 、 被 検 体 の 口 か ら 飲 み 込 ま れ る こ と に よ っ て 被 検 体 内 の 体 腔 内 に 導 入

さ れ 外 部 装 置 と 通 信 す る カ プ セ ル 型 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ と 、 被 検 体 周 囲 に 設 け ら れ ３

次 元 の 回 転 磁 界 を 発 生 で き る 磁 界 発 生 部 ２ と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ と の 間 で 無 線 通 信 を

行 な い カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 撮 像 し た 画 像 を 含 む 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信 部 ３ と 、 カ プ

セ ル 導 入 シ ス テ ム １ の 各 構 成 部 位 を 制 御 す る 制 御 部 ４ と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に よ っ て

撮 像 さ れ た 画 像 を 表 示 出 力 す る 表 示 部 ５ と 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ に お け る 各 種 操 作 を

指 示 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 ４ に 入 力 す る 入 力 部 ６ と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に よ っ て 撮 像
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さ れ た 画 像 情 報 な ど を 記 憶 す る 記 憶 部 ７ と 、 磁 界 発 生 部 ２ に 関 与 す る 磁 界 を 制 御 す る 磁 界

制 御 部 ８ と 、 磁 界 制 御 部 ８ の 制 御 に し た が っ た 電 力 を 磁 界 発 生 部 ２ に 供 給 す る 電 力 供 給 部

９ と を 備 え る 。 受 信 部 ３ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ か ら 送 信 さ れ た 信 号 の 受 信 強 度 を も と

に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 被 検 体 内 の 位 置 お よ び 姿 勢 を 検 出 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 つ ぎ に 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ お よ び 図 ４ は 、 図 １

に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 右 側 面 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ は 、 受 信 部

３ に 無 線 信 号 を 送 信 す る ア ン テ ナ １ １ 、 反 射 光 を 集 光 す る レ ン ズ １ ２ ａ 、 観 察 視 野 Ｆ ｇ に

光 を 照 射 す る Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ｂ 、 被 検 体 の 体 腔 内 を 撮 像 す る 撮 像 素 子 １ ２ 、 被 検 体 内 の 所 定 部

に 注 入 さ れ る 薬 液 を 貯 蔵 す る 薬 液 タ ン ク １ ３ 、 図 示 し な い 駆 動 部 材 の 駆 動 に よ っ て 薬 液 タ

ン ク １ ３ 開 口 を 開 閉 す る バ ル ブ １ ４ 、 モ ー タ な ど を 内 蔵 し た ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ 、 薬 液 タ

ン ク １ ３ 内 に 貯 蔵 さ れ た 薬 液 を 被 検 体 内 の 所 望 部 位 に 注 入 す る た め の 針 １ ６ 、 ア ン テ ナ １

１ が 受 信 し た 受 信 部 ３ か ら の 無 線 信 号 に し た が っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 各 構 成 部 位 を

制 御 す る 制 御 回 路 が 構 成 さ れ た 制 御 基 板 １ ７ 、 永 久 磁 石 １ ８ 、 お よ び カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １

０ の 各 構 成 部 位 に 電 力 を 供 給 す る 電 池 １ ９ を 有 す る 。 針 １ ６ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の

筐 体 の 表 面 に 対 し て 突 出 お よ び 収 納 が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 は 、

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 構 成 す る 筐 体 の 長 軸 方 向 と 略 平 行 と な る よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡

１ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ に よ る 光 が 観 察 視 野 Ｆ ｇ を 照

射 で き る よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 撮 像 素 子 １ ２ 側 の 筐 体 の 先 端 は 、 透 明 部 材 で 構

成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ と 針 １ ６ の 後 端 と は 接 続 し て い る 。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は

、 制 御 基 板 １ ７ の 制 御 の も と 、 た と え ば 図 ２ の 左 右 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 ア

ク チ ュ エ ー タ １ ５ が 図 ２ に 示 す 状 態 か ら 図 ４ の 矢 印 Ｙ １ ０ ａ に 示 す よ う に 図 ４ の 右 方 向 に

移 動 し た 場 合 、 針 １ ６ は 、 図 ４ の 矢 印 Ｙ １ ０ ｂ に 示 す よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 動 作

に し た が っ て 右 方 向 に 移 動 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 外 に 突 出 す る 。 針 １ ６ が カ プ セ ル 型

内 視 鏡 １ ０ 外 に 突 出 し た 場 合 、 針 １ ６ の 先 端 が 観 察 視 野 Ｆ ｇ 内 に 入 る よ う に 針 １ ６ の カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 に お け る 設 置 位 置 、 レ ン ズ １ ２ ａ の 設 置 位 置 、 レ ン ズ １ ２ ａ の 集 光 能

力 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ｂ の 照 射 範 囲 な ど が 設 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １

の ユ ー ザ は 、 表 示 部 ５ に 表 示 さ れ る 撮 像 素 子 １ ２ に よ っ て 撮 像 さ れ た 画 像 を 確 認 す る こ と

に よ っ て 、 針 １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 外 に 突 出 し た か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る と

と も に 、 針 の 穿 刺 状 態 、 薬 液 注 入 時 の 状 態 を 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ が 図 ４ に 示 す 状 態 か ら 図 ４ の 左 方 向 に 移 動 し た 場 合 、 針 １ ６

は 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 動 作 に し た が っ て 右 方 向 に 移 動 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 に

収 納 さ れ る こ と と な る 。 こ の た め 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ お よ び 制 御 基 板 １ ７ は 、 針 １ ６ に

対 し て 突 出 動 作 お よ び 収 納 動 作 を 行 な わ せ る こ と が で き る 機 能 を 有 す る 。 針 １ ６ は 、 図 ２

お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 突 出 し た 針 １ ６ の 先 端 方 向 が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 長 軸 方 向

と 略 平 行 と な る よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 に 設 け ら れ る 。 こ の た め 、 針 １ ６ は 、 カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 長 軸 方 向 と 略 平 行 に 突 出 ま た は 収 納 す る 。 さ ら に 、 突 出 し た 針 １ ６ の

先 端 方 向 と 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と は 、 略 平 行 と な る 。 な お 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は 、

電 池 １ ９ か ら 供 給 さ れ た 電 力 を 用 い て 動 作 を 行 な う 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 つ ぎ に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ に お け る 薬 液 注 入 処 理 に

つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ に お け る 薬 液 注 入 処 理 を 説

明 す る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま ず 、 図 １ に 示 す カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ に お い て は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 被 検 体

内 に 取 り 込 ま れ カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ と 受 信 部 ３ と の 通 信 処 理 が 開 始 す る 。 そ し て 、 受 信

10

20

30

40

50



(10) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2

部 ３ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 を 処 理 し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １

０ が 撮 像 し た 画 像 を 含 む 画 像 情 報 を 順 次 制 御 部 ４ に 出 力 す る 。 表 示 部 ５ は 、 制 御 部 ４ の 制

御 の も と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 撮 像 し た 画 像 を 順 次 表 示 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 受 信 部

３ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 処 理 し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が

撮 像 し た 画 像 を 出 力 す る と と も に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ か ら 送 信 さ れ た 各 無 線 信 号 の 受

信 強 度 を も と に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 被 検 体 内 に お け る 位 置 お よ び 方 向 を 検 出 す る 位

置 ・ 方 向 検 出 処 理 を 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 こ の 受 信 部 ３ に よ る 位 置 ・ 方 向 検 出 処 理 の

結 果 は 、 制 御 部 ４ に 出 力 さ れ 、 表 示 部 ５ は 、 制 御 部 ４ の 制 御 の も と 、 画 像 を 表 示 す る と と

も に 、 こ の 表 示 画 像 を 撮 像 し た と き の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 位 置 お よ び 方 向 を 表 示 出 力

す る 。 な お 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 撮 像 処 理 と 表 示 部 ５ の 画 像 表 示 と は 、 ほ ぼ リ ア ル タ

イ ム で 行 な わ れ る と み な し て よ い た め 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ の ユ ー ザ は 、 表 示 部 ５ に

表 示 さ れ た 画 像 の 撮 像 位 置 に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 位 置 す る も の と し て 、 診 断 や 薬 液 注

入 な ど を 指 示 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 い で 、 制 御 部 ４ は 、 入 力 部 ６ か ら 穿 刺 位 置 近 傍 で あ る 旨 を 示 す 指 示 情 報 を 受 信 し た か

否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の ユ ー ザ は 、 表 示 部 ５ に 表 示 さ

れ た 画 像 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 位 置 、 方 向 を 確 認 す る こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視

鏡 １ ０ が 針 １ ６ の 穿 刺 位 置 近 傍 で あ る と 判 断 し た 場 合 、 入 力 部 ６ を 操 作 し 、 穿 刺 位 置 近 傍

で あ る 旨 を 示 す 指 示 情 報 を 入 力 す る 。 制 御 部 ４ が 入 力 部 ６ か ら 穿 刺 位 置 近 傍 で あ る 旨 を 示

す 指 示 情 報 を 受 信 し な い と 判 断 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ： Ｎ ｏ ） 、 受 信 部 ３ は 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 １ ０ に 対 す る 位 置 ・ 方 向 検 出 処 理 を 再 度 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ れ に 対 し 、 制 御 部 ４ が 入 力 部 ６ か ら 穿 刺 位 置 近 傍 で あ る 旨 を 示 す 指 示 情 報 を 受 信 し た

と 判 断 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ は 、 入 力 部 ６ か ら の

指 示 情 報 を も と に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 針 １ ６ に よ る 穿 刺 直 前

に と る べ き 所 望 姿 勢 と な る よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 移 動 お よ び 方 向 を 変 更 す る カ プ

セ ル 移 動 処 理 を 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。 具 体 的 に は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 ６ を 操 作 し 、 カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 移 動 さ せ る 位 置 お よ び カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 姿 勢 を 指 示 す る 指 示 情

報 を 入 力 す る 。 入 力 部 ６ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 移 動 さ せ る 位 置 お よ び カ プ セ ル 型 内

視 鏡 １ ０ の 姿 勢 を 指 示 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 ４ に 入 力 し 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 制 御 部 ４ を 介

し て 入 力 さ れ た 指 示 情 報 に し た が っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 針 １ ６ に よ る 穿 刺 直 前 に

と る べ き 所 望 姿 勢 と な る よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 永 久 磁 石 １ ８ の 位 置 お よ び 方 向 を

変 化 さ せ る 磁 界 を 磁 界 発 生 部 ２ に 発 生 さ せ る 。 こ の 場 合 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 カ プ セ ル 型 内

視 鏡 １ ０ に お け る 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お け る 針 １ ６ の 位 置

、 お よ び 針 １ ６ の 先 端 方 向 を も と に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 永 久 磁 石 １ ８ の 位 置 お よ び

方 向 を 変 化 さ せ る 磁 界 を 磁 界 発 生 部 ２ に 発 生 さ せ る 。 ま た 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 カ プ セ ル 型

内 視 鏡 １ ０ が 位 置 お よ び 方 向 を 変 化 可 能 で あ る 強 度 の 磁 界 を 磁 界 発 生 部 ２ に 発 生 さ せ る 。

こ の よ う に し て 、 制 御 部 ４ は 、 針 １ ６ に よ る 穿 刺 直 前 に と る べ き 所 望 姿 勢 と な る よ う に カ

プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 全 体 の 方 向 お よ び 位 置 を 変 化 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 つ ぎ に 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 の 針 １ ６ を 突 出 さ せ る 針

突 出 処 理 を 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 具 体 的 に は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 ６ を 操 作 し 、 針 突 出 を

指 示 す る 指 示 情 報 を 入 力 す る 。 入 力 部 ６ は 、 針 突 出 を 指 示 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 ４ に 入 力

し 、 受 信 部 ３ は 、 制 御 部 ４ の 制 御 の も と 、 針 突 出 を 指 示 す る 無 線 信 号 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡

１ ０ に 送 信 す る 。 そ し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 ア ン テ ナ １ １ は 、 受 信 部 ３

か ら 送 信 さ れ た 針 突 出 を 指 示 す る 無 線 信 号 を 受 信 し 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は 、 制 御 基 板 １

７ の 制 御 の も と ア ン テ ナ １ １ が 受 信 し た 指 示 信 号 に し た が っ て 動 作 し 、 針 １ ６ を カ プ セ ル

型 内 視 鏡 １ ０ 外 に 突 出 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ は 、 突 出 し た 針 １ ６ が 穿 刺 対 象 層 に 穿 刺 で き る よ う に
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カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 全 体 の 方 向 を 変 化 さ せ る カ プ セ ル 方 向 変 化 処 理 を 行 な う （ ス テ ッ プ

Ｓ １ ０ ） 。 具 体 的 に は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 ６ を 操 作 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 変 化 さ せ る

方 向 を 指 示 す る 指 示 情 報 を 入 力 す る 。 入 力 部 ６ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 変 化 方 向 を 指

示 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 ４ に 入 力 し 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 制 御 部 ４ を 介 し て 入 力 さ れ た 指 示

情 報 に し た が っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 を 変 化 さ せ る 磁 界 を 磁 界

発 生 部 ２ に 発 生 さ せ る 。 こ の 場 合 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お け る 永 久

磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お け る 針 １ ６ の 位 置 、 お よ び 針 １ ６ の 先 端

方 向 を も と に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 を 変 化 さ せ る 磁 界 を 磁 界 発 生

部 ２ に 発 生 さ せ る 。 こ の 結 果 、 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 変 化 に と も な っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡

１ ０ 全 体 の 方 向 も 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ は

、 突 出 し た 針 １ ６ が 穿 刺 対 象 層 に 穿 刺 で き る よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 全 体 の 方 向 を 変

化 さ せ て 、 穿 刺 対 象 層 に 針 １ ６ を 穿 刺 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 次 い で 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム １ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 薬 液 タ ン ク １ ３ を 開 栓 す

る 開 栓 処 理 を 行 な い （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 、 針 １ ６ を 介 し て 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 液 を 対 象

と な る 領 域 に 注 入 す る 。 具 体 的 に は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 ６ を 操 作 し 、 薬 液 注 入 を 指 示 す る 指

示 情 報 を 入 力 す る 。 入 力 部 ６ は 、 薬 液 注 入 を 指 示 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 ４ に 入 力 し 、 受 信

部 ３ は 、 制 御 部 ４ の 制 御 の も と 、 バ ル ブ １ ４ の 開 動 作 を 指 示 す る 無 線 信 号 を カ プ セ ル 型 内

視 鏡 １ ０ に 送 信 す る 。 そ し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 受 信 し た 無 線 信 号 に し

た が っ て 、 バ ル ブ １ ４ を 開 き 、 こ の 結 果 、 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 液 が 針 １ ６ を 介 し て 、 対

象 と な る 領 域 に 注 入 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ し て 、 制 御 部 ４ は 、 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 液 が 注 入 さ れ て い る か 否 か を 判 断 し （ ス テ

ッ プ Ｓ １ ３ ） 、 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 液 が 注 入 さ れ て い な い と 判 断 し た 場 合 に は （ ス テ ッ

プ Ｓ １ ３ ： Ｎ ｏ ） 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 薬 液 タ ン ク １ ３ を 閉 栓 す る 閉 栓 処 理 を 行 な っ

た 後 に （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 戻 っ て カ プ セ ル 方 向 変 化 処 理 を 行 な う 。 こ

の よ う に 、 薬 液 注 入 対 象 と な る 腸 壁 な ど に 薬 液 が 注 入 さ れ て い な い 場 合 に は 、 一 度 カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 薬 液 タ ン ク １ ３ を 開 栓 し て か ら 、 改 め て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 方 向 を

変 化 さ せ る 処 理 を 行 な う こ と に よ っ て 、 よ り 確 実 な 注 入 が 可 能 に な る 。 そ し て 、 制 御 部 ４

は 、 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 液 が 注 入 さ れ て い る と 判 断 し た 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ： Ｙ

ｅ ｓ ） 、 薬 液 注 入 時 間 な ど を も と に 薬 液 注 入 が 終 了 し た か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １

５ ） 。 制 御 部 ４ は 、 薬 液 注 入 が 終 了 し て い な い と 判 断 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ： Ｎ ｏ ）

、 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ５ を 繰 り 返 す 。 す な わ ち 、 制 御 部 ４ は 、 薬 液 の 注 入 が 終 了 し た と 判 断

で き る ま で ス テ ッ プ Ｓ １ ５ の 判 断 処 理 を 繰 り 返 す 。 制 御 部 ４ は 、 薬 液 注 入 が 終 了 し た と 判

断 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 バ ル ブ １ ４ を 閉 じ て 突 出 し た 針 １ ６ を カ プ セ ル

型 内 視 鏡 １ ０ 内 に 収 納 す る 針 収 納 処 理 を 行 な う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ） 。 具 体 的 に は 、 受 信 部

３ は 、 バ ル ブ １ ４ の 閉 動 作 お よ び 針 収 納 を 指 示 す る 無 線 信 号 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に 送

信 す る 。 そ し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 受 信 し た 無 線 信 号 に し た が っ て 、 バ

ル ブ １ ４ が 閉 じ ら れ る 。 次 い で 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は 、 制 御 基 板 １ ７ の 制 御 に し た が っ

て 動 作 し 、 針 １ ６ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 に 収 納 す る 。 こ の よ う に 、 カ プ セ ル 導 入 シ ス

テ ム １ に お い て は 、 薬 液 の 注 入 処 理 が 行 な わ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 つ ぎ に 、 図 ５ に 示 す カ プ セ ル 方 向 変 化 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ６ は 、 図 ２ ～ 図

４ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に 対 す る 方 向 変 化 処 理 を 説 明 す る 図 で あ り 、 カ プ セ ル 型 内

視 鏡 １ ０ の 長 軸 方 向 の 長 さ よ り も 上 下 方 向 が 広 い 胃 な ど の 空 間 を 例 に 示 す 。 図 ６ （ １ ） に

示 す よ う に 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 胃 壁 Ｗ ｓ 表 面 と 平 行 で あ る 向 き の 磁 界 Ｍ １ １ を カ プ セ ル 型

内 視 鏡 １ ０ に 与 え 、 胃 壁 Ｗ ｓ 上 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 穿 刺 直 前 に と る べ き 所 望 姿 勢 と

す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 そ の 後 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 図 ６ （ １ ） に 示 す よ う に 針 １ ６ が 突 出 す る

10

20

30

40

50



(12) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2

。 そ し て 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ６ （ ２ ） の 磁 界 Ｍ １ ２ に 示 す よ う に 、 突 出 し た 針 １ ６ の 先

端 が 胃 壁 Ｗ ｓ 側 を 向 く よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に 与 え て い た 磁 界 の 向 き を 斜 め 方 向

に 変 化 さ せ る 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 の 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 は 、 磁 界 Ｍ １ ２

の 磁 界 方 向 に し た が っ て 胃 壁 Ｗ ｓ に 対 し 傾 斜 す る 方 向 に 変 化 す る 。 そ し て 、 永 久 磁 石 １ ８

の 傾 斜 に と も な い 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 全 体 の 方 向 も 傾 斜 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ は

胃 壁 Ｗ ｓ か ら 後 端 部 が 持 ち 上 が る 状 態 と な る 。 こ の 場 合 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の ほ ぼ 全

体 の 重 量 が 、 胃 壁 Ｗ ｓ 側 を 向 い て い た 針 １ ６ の 先 端 に か か る た め 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 に 大

き な 力 が か か る こ と に な り 、 針 １ ６ が 胃 壁 Ｗ ｓ に 穿 刺 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 次 い で 、 図 ６ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ １ １ に 示 す よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 長 軸 と 胃 壁 Ｗ ｓ

表 面 と が 平 行 に な る よ う に 、 傾 斜 さ せ て い た 磁 界 Ｍ １ ２ の 方 向 を 図 ６ （ ３ ） の 磁 界 Ｍ １ ３

に 示 す よ う に 元 に 戻 す 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 の 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 は 、 図

６ （ ３ ） に 示 す よ う に 、 胃 壁 Ｗ ｓ と 略 平 行 と な る よ う に 変 化 し 、 こ の 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向

変 化 に と も な い 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 長 軸 方 向 が 胃 壁 Ｗ ｓ と 略 平 行 と な る よ う に 、 カ

プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 方 向 が 変 化 す る 。 そ し て 、 胃 壁 Ｗ ｓ に 刺 さ っ て い た 針 １ ６ も 胃 壁 Ｗ

ｓ と 略 平 行 と な る よ う に 方 向 が 変 化 す る 。 こ の 針 １ ６ の 方 向 変 化 に よ っ て 、 図 ６ （ ３ ） の

矢 印 Ｙ １ ２ に 示 す よ う に 針 １ ６ で 胃 壁 Ｗ ｓ を す く い 上 げ る よ う な 動 作 が 可 能 と な り 、 よ り

確 実 に 針 １ ６ を 胃 壁 Ｗ ｓ に 刺 す こ と が 可 能 に な る 。 そ の 後 、 バ ル ブ １ ４ が 開 か れ 、 薬 液 タ

ン ク １ ３ 内 の 薬 液 が 胃 壁 Ｗ ｓ 内 に 注 入 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 図 ７ を 参 照 し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 外 径 と 同 程 度 の 内 径 を 有 す る 小 腸 な ど

の 狭 い 空 間 に お け る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ６ （ １ ） と 同

様 に 、 図 ７ （ １ ） に 示 す よ う に 、 腸 壁 Ｗ ｉ 表 面 と 平 行 で あ る 向 き の 磁 界 Ｍ １ ４ を カ プ セ ル

型 内 視 鏡 １ ０ に 与 え 、 腸 壁 Ｗ ｉ 上 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 穿 刺 直 前 に と る べ き 所 望 姿 勢

と す る 。 そ の 後 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 針 １ ６ が 突 出 す る 。 そ し て 、 磁 界 発

生 部 ２ は 、 図 ７ （ ２ ） の 磁 界 Ｍ １ ５ に 示 す よ う に 、 突 出 し た 針 の 先 端 が 腸 壁 Ｗ ｉ 側 を 向 く

よ う に 磁 界 の 向 き を 斜 め 方 向 に 変 化 さ せ る 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 の 永 久 磁

石 １ ８ の 方 向 は 、 磁 界 Ｍ １ ５ の 磁 界 方 向 に し た が っ て 傾 斜 す る 方 向 に 変 化 し 、 カ プ セ ル 型

内 視 鏡 １ ０ 全 体 の 方 向 も 傾 斜 す る 。 そ し て 、 腸 壁 Ｗ ｉ に 傾 斜 し た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ か

ら 張 力 が 与 え ら れ 腸 壁 Ｗ ｉ が 伸 び 広 げ ら れ る と と も に 、 領 域 Ｓ １ １ の よ う に 伸 展 し た 腸 壁

Ｗ ｉ に 針 １ ６ が 接 触 す る 。 こ の 場 合 、 腸 壁 の 弾 性 力 （ 反 力 ） が 傾 斜 し た 針 １ ６ の 先 端 に か

か る た め 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 に 大 き な 力 が か か る こ と な り 、 針 １ ６ が 腸 壁 Ｗ ｉ に 穿 刺 さ れ

る 。 さ ら に 、 針 １ ６ を 重 力 方 向 に 傾 け た 場 合 に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ と 腸 壁 の 重 量 と

を 針 １ ６ の 先 端 に か け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 次 い で 、 図 ７ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ １ ５ に 示 す よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ が 腸 壁 Ｗ ｉ 上 に 平

行 と な る よ う に 、 傾 斜 さ せ て い た 磁 界 Ｍ １ ５ の 方 向 を 図 ７ （ ３ ） の 磁 界 Ｍ １ ６ の よ う に 元

に 戻 す 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 の 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 は 、 図 ７ （ ３ ） に 示 す

よ う に 、 腸 壁 Ｗ ｉ と 略 平 行 と な る よ う に 変 化 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 方 向 が 元 に 戻 る

。 そ し て 、 腸 壁 Ｗ ｉ に 刺 さ っ て い た 針 １ ６ も 腸 壁 Ｗ ｉ と 略 平 行 と な る よ う に 方 向 が 変 化 す

る 。 こ の 針 １ ６ の 方 向 変 化 に よ っ て 、 図 ７ （ ３ ） の 矢 印 Ｙ １ ６ に 示 す よ う に 針 １ ６ で 腸 壁

Ｗ ｉ を す く い 上 げ る よ う な 動 作 が 可 能 と な り 、 よ り 確 実 に 針 １ ６ を 腸 壁 Ｗ ｉ に 刺 す こ と が

可 能 に な る 。 そ の 後 、 バ ル ブ １ ４ が 開 か れ 、 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 液 が 腸 壁 Ｗ ｉ 内 に 注 入

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 永 久 磁 石 １ ８ に 与 え る 磁 界 の 向 き を 変 化 さ せ て

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 全 体 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 針 １ ６ に 大 き な 動 き を 与 え

る こ と が で き る た め 、 針 １ ６ を 穿 刺 対 象 層 に 確 実 に 刺 す こ と が で き る 。 ま た 、 実 施 の 形 態

１ に お い て は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 長 軸 方 向 （ 観 察 方 向 ） と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内

の 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と が 一 致 す る た め 、 印 加 す る 磁 界 の 方 向 に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １
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０ の 長 軸 方 向 を 変 化 す る こ と が で き る こ と か ら 、 発 生 さ せ た 磁 界 に 対 し て カ プ セ ル 型 内 視

鏡 １ ０ の 長 軸 方 向 を 一 意 に 決 定 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 針

１ ６ の 先 端 方 向 と 磁 化 方 向 と が 略 平 行 で あ る た め 、 印 加 し た 磁 界 の 方 向 に 針 １ ６ を 穿 刺 で

き る こ と か ら 、 穿 刺 方 向 を 一 意 に 決 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 ユ ー ザ は 、 磁 界 を 変 化 さ せ る 方 向 を 、 表 示 部 ５ に 表 示 さ れ た 被 検 体 内 画 像 を 見 な

が ら 指 示 し て も よ い し 、 受 信 部 ３ に よ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 位 置 ・ 方 向 検 出 結 果 を も

と に 指 示 し て も よ い 。 ユ ー ザ は 、 被 検 体 画 像 を 見 な が ら カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 方 向 を 指

示 す る 場 合 に は 、 針 １ ６ を 突 出 さ せ て い な い 状 態 で 磁 界 を 印 加 し 、 実 際 に 発 生 さ せ る 磁 界

の 方 向 を 確 認 し た 後 に 、 針 １ ６ を 突 出 さ せ 磁 界 印 加 を 指 示 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 胃 な ど の 広 い 空 間 で は 、 当 然 な が ら カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 鉛 直 上 に は 空 間 が あ

り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ は 、 胃 壁 Ｗ ｓ の 傾 き が 小 さ い （ 水 平 に 近 い ） 位 置 に 、 長 軸 方 向

が 胃 壁 Ｗ ｓ 表 面 と 略 平 行 と な る よ う に 胃 壁 Ｗ ｓ 上 に 安 定 に 存 在 す る 。 こ の た め 、 鉛 直 で あ

る 方 向 の 磁 界 を 印 加 し た 場 合 に は 、 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 が 鉛 直 方 向 と な る よ う に 永 久

磁 石 １ ８ が 立 ち 上 が り 、 こ れ に と も な い カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ も 立 ち 上 が る こ と が 確 実 で

あ る と 考 え ら れ る た め 、 ユ ー ザ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 立 ち 上 げ る 場 合 に は 、 単 に 鉛

直 で あ る 磁 界 を 指 示 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ま た 、 小 腸 な ど の 狭 い 空 間 に お い て は 、 図 ７ （ ２ ） の よ う に 傾 斜 し た 磁 界 Ｍ １ ５ を 印 加

し カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 傾 斜 に よ る 張 力 を 腸 壁 Ｗ ｉ に か け て 腸 壁 Ｗ ｉ を 十 分 に 伸 展 さ せ

た 後 に 、 針 １ ６ を 突 出 し て も よ い 。 先 に 針 １ ６ を 突 出 さ せ た 後 に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を

傾 斜 さ せ た 場 合 に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 傾 斜 の 運 動 量 や 腸 壁 Ｗ ｉ の は ね 返 り に よ っ

て 針 １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 に 押 し 戻 さ れ る 場 合 も 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 傾 斜 さ せ て 腸 壁 Ｗ ｉ を 伸 展 さ せ た 後 に 針 １ ６ を 突 出 し た 場 合 に は 、 さ ら

に 確 実 に 針 １ ６ を 腸 壁 Ｗ ｉ に 刺 す こ と が で き る も の と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 図 ６ （ ２ ） お よ び 図 ６ （ ３ ） ま た は 図 ７ （ ２ ） お よ び

図 ７ （ ３ ） に 示 す よ う に 、 磁 界 発 生 部 ２ に よ っ て 印 加 さ れ る 磁 界 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と

に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 方 向 を 変 化 さ せ た 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 も ち ろ ん こ れ

に 限 ら な い 。 た と え ば 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ を 傾 斜 さ せ る た め に 印 加

し て い た 磁 界 Ｍ １ ２ ， Ｍ １ ５ の 印 加 を 停 止 し 、 発 生 磁 界 を ０ に す る 。 こ の 場 合 に は 、 傾 斜

し て い た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 自 体 の 重 み で 胃 壁 Ｗ ｓ ， Ｗ ｉ 上

に 倒 れ 、 こ の 結 果 、 胃 壁 Ｗ ｓ ， Ｗ ｉ に 先 端 が 接 し て い た 針 １ ６ が す く い 上 げ ら れ る よ う に

動 作 し 、 胃 壁 Ｗ ｓ ， Ｗ ｉ に 確 実 に 穿 刺 さ れ る 。 こ の よ う に 、 磁 界 発 生 部 ２ が 発 生 す る 磁 界

の 強 度 を 変 化 さ せ る こ と で 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 を 変 化 さ せ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 全 体 の

方 向 を 変 化 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 突 出 し た 場 合 に お け る 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 、 針 １ ６ が 突 出 お よ び 収 納 す る 方 向 と

が 異 な る よ う に 針 １ ６ を 設 け て 、 針 １ ６ の 穿 刺 時 に お け る 腸 壁 な ど か ら の 反 力 に よ っ て ア

ク チ ュ エ ー タ １ ５ が 受 け る 影 響 を 軽 減 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 図 ８ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ に 示 す よ う に 、 突 出 し た 場 合 に お け る 針 １

６ の 先 端 方 向 が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ の 長 軸 方 向 と 略 平 行 と な る よ う に す る 。 そ し て 、

矢 印 Ｙ １ ７ に 示 す よ う に 、 こ の 針 １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ の 長 軸 方 向 と は 異 な る 突

出 方 向 で カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ 外 に 突 出 す る よ う に 設 定 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 こ こ で 、 図 ６ （ ２ ） ま た は 図 ７ （ ２ ） に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 傾 斜 し た 磁 界 が 印 加 さ れ る

こ と に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ 全 体 が 傾 斜 し た 場 合 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ に よ

る 張 力 に 反 し て 腸 壁 か ら 撥 ね 返 っ た 反 力 Ｐ １ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ に 加 え ら れ る 。 こ
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の 反 力 Ｐ １ は 、 傾 斜 し た 磁 界 方 向 に 反 す る よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ の 長 軸 と 平 行

で あ る 向 き で 撥 ね 返 っ て く る 。 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ に お い て は 、 カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ の 長 軸 方 向 と 略 平 行 に 針 １ ６ が 移 動 す る よ う に ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ が 設

定 さ れ て い る た め 、 図 ８ に 示 す よ う に 針 １ ６ の 収 納 方 向 と 同 じ 方 向 の 反 力 Ｐ １ が 加 え ら れ

た 場 合 に は 、 こ の 反 力 Ｐ １ に よ っ て 突 出 し て い た 針 １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ 内 に 押 し

戻 さ れ る 場 合 も あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ に お い て は 、 た と え ば 針 １

６ の 先 端 方 向 と 同 じ 方 向 の 反 力 Ｐ １ が 加 え ら れ た 場 合 で あ っ て も 、 針 １ ６ が 突 出 ま た は 収

納 す る 方 向 が 反 力 Ｐ １ と 異 な る た め 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 針 １ ６ の 突 出 方 向 と が 同 じ 場 合

と 比 較 し 、 反 力 Ｐ １ に よ っ て 受 け る 影 響 が 少 な く 、 針 １ ６ が 押 し 戻 さ れ る こ と が な い 。 し

た が っ て 、 針 １ ６ を 適 切 に 穿 刺 対 象 層 に 刺 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 磁 界 制 御 部 ８ の 制 御 の も と 、 図 ６ （ ２ ） 、 図 ６ （ ３ ） ま た は 図

７ （ ２ ） 、 図 ７ （ ３ ） に お い て 針 １ ６ を 胃 壁 Ｗ ｓ ま た は 腸 壁 Ｗ ｉ 内 に 刺 す と き に 、 磁 界 Ｍ

１ ２ ， Ｍ １ ５ の 磁 束 密 度 を 磁 界 方 向 に 変 化 さ せ て 、 磁 界 方 向 に 磁 気 引 力 を 生 じ さ せ て も よ

い 。 こ の 場 合 、 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と 針 １ ６ の 先 端 方 向 と が 略 平 行 で あ り 、 永 久 磁 石

１ ８ は 磁 気 引 力 に よ っ て 磁 界 方 向 に 移 動 す る 。 こ の た め 、 針 １ ６ は 、 磁 気 引 力 に よ っ て 腸

壁 Ｗ ｉ ， Ｗ ｓ に 強 く 押 し 付 け ら れ る 力 を 受 け 、 胃 壁 Ｗ ｓ 内 に 確 実 に 刺 さ る 。 も ち ろ ん 図 ９

（ １ ） に 示 す よ う に 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と が 厳 密 に 平 行 で な い 場

合 も 同 様 に 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 磁 界 制 御 部 ８ の 制 御 の も と 、 磁 束 密 度 が 磁 界 方 向 に 変 化 す

る 勾 配 磁 界 Ｍ １ ７ を 永 久 磁 石 １ ８ に 与 え 、 矢 印 Ｙ １ ７ ａ の 方 向 の 磁 気 引 力 を 発 生 さ せ て 、

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 全 体 の 矢 印 Ｙ １ ７ ａ の 方 向 へ の 移 動 に よ っ て 針 １ ６ を 胃 壁 Ｗ ｓ に 強 く 押

し 付 け て も よ い 。 図 ９ に 示 す 場 合 の よ う に 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と

が 平 行 で な い 場 合 に は 、 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と 平 行 な 磁 気 引 力 が 、 針 １ ６ の 穿 刺 方 向

に か か る よ う に す る た め に は 、 図 ９ （ ２ ） に 示 す 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化

方 向 と が 成 す 角 の 角 度 θ １ １ が ４ ５ ° 以 下 で あ る 必 要 が あ る 。 角 度 θ １ １ が ４ ５ ° 以 下 で

あ る 場 合 に は 、 図 ９ （ ２ ） の よ う に 矢 印 Ｙ １ ７ ａ 方 向 の 磁 気 引 力 が 針 １ ６ の 穿 刺 方 向 に か

か る た め 、 矢 印 Ｙ １ ７ ｂ に 示 す よ う に 、 針 １ ６ は 磁 気 引 力 に よ っ て 胃 壁 Ｗ ｓ に 押 し 付 け ら

れ 、 確 実 に 刺 さ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 角 度 θ １ １ が ３ ０ ° 以 下 の 場 合 に は 磁 気 引 力 の

８ ０ ％ 以 上 の 成 分 を 針 １ ６ の 穿 刺 方 向 に 与 え る こ と が で き る た め 、 角 度 θ １ １ を ３ ０ ° 以

下 に す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 と こ ろ で 、 一 般 的 に 、 通 常 の 注 射 針 は 、 深 く 刺 せ る よ う に 、 鋭 い 角 度 で ２ 段 階 に わ た っ

て カ ッ ト す る こ と に よ っ て 針 の 先 端 を 鋭 く し て い る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 た と え ば 針 １

１ ６ の 先 端 を ま ず 約 １ ２ ° で カ ッ ト し て か ら 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 こ の カ ッ ト 面 の 斜 め

方 向 １ ５ ° の 角 度 で カ ッ ト し て い る 。 こ れ に 対 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に お い て は 、 腸 壁 や

胃 壁 な ど が 穿 刺 対 象 層 で あ る た め 、 通 常 の 注 射 針 の よ う に 深 く 刺 す 必 要 が な い 。 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 に お い て は 、 所 定 厚 さ の 穿 刺 対 象 層 に 選 択 し て 針 を 確 実 に 刺 す こ と が 要 求 さ れ る

。 こ の た め 、 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 穿 刺 対 象 層 に 選 択 的 に 針 １ ６ が 確 実 に 刺

さ る よ う に 、 針 １ ６ の 先 端 は 、 通 常 の 注 射 針 の 角 度 よ り も 大 き い 約 ３ ０ ° の 角 度 で カ ッ ト

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ま た 、 通 常 の 注 射 針 の よ う に 鋭 い 角 度 で ２ 段 階 に わ た っ て カ ッ ト し た 場 合 、 約 ３ ０ ° で

カ ッ ト し た 図 １ ３ の 針 １ ６ に お け る 吐 出 口 面 積 Ｓ １ ６ よ り も 、 図 １ １ の 針 １ １ ６ の 吐 出 口

面 積 Ｓ １ １ ６ に 示 す よ う に 面 積 が 広 い 吐 出 口 と な る 。 さ ら に 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 カ ッ

ト 面 が 穿 刺 対 象 層 の 表 面 に ほ ぼ 垂 直 と な る よ う に 針 １ １ ６ が 穿 刺 対 象 層 で あ る 腸 壁 Ｗ ｉ に

刺 さ っ た 場 合 、 吐 出 口 面 積 が 広 い た め 、 吐 出 口 の 一 部 し か 穿 刺 対 象 層 に 刺 さ ら な い 場 合 が

あ っ た 。 こ の 場 合 、 薬 液 が 穿 刺 対 象 層 に 刺 さ っ て い な い 部 分 か ら 漏 れ て し ま い 、 薬 液 を 適

切 に 穿 刺 対 象 層 に 注 入 す る こ と が で き な か っ た 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ の よ う な 薬 液 Ｌ ｄ の 注 入 不 良 を 改 善 す る た め 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 針 １ ６ の カ ッ ト
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面 が 穿 刺 対 象 層 の 表 面 と 略 平 行 に な る よ う に 針 １ ６ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 筐 体 に 設 け れ ば

よ い 。 針 １ ６ の カ ッ ト 面 は 、 従 来 の 注 射 針 よ り も 大 き な 角 度 で カ ッ ト さ れ て い る た め 、 針

１ ６ は 、 吐 出 口 面 積 が 穿 刺 対 象 層 に 適 切 に 穿 刺 で き る よ う に 設 定 さ れ る 上 、 針 １ ６ の カ ッ

ト 面 が 穿 刺 対 象 層 の 表 面 と 略 平 行 に な る よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 筐 体 に 設 け ら れ て い る

こ と か ら 、 カ ッ ト 面 の 吐 出 口 す べ て が 穿 刺 対 象 層 に 刺 さ る こ と が 可 能 に な り 、 薬 液 Ｌ ｄ を

適 切 に 穿 刺 対 象 層 内 に 注 入 す る こ と が で き る 。 な お 、 針 １ ６ の カ ッ ト 面 が 穿 刺 対 象 層 の 表

面 と 略 平 行 に な る よ う に 針 １ ６ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 筐 体 に 設 け る に は 、 針 １ ６ の カ ッ ト

面 が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ， １ ０ ａ の 筐 体 に 対 し て 外 側 を 向 く よ う に す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

（ 実 施 の 形 態 ２ ）

　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ６ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る カ プ セ ル 型

内 視 鏡 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 実 施 の 形 態 ２ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム は

、 図 １ と 同 様 の 構 成 を 有 し 、 図 ５ に 示 す 処 理 手 順 と 同 様 の 処 理 手 順 を 行 な う こ と に よ っ て

、 薬 液 の 注 入 を 行 な う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 実 施 の 形 態 ２ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム に お い て は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 を 構 成 す る 筐 体 の 径 方 向 と 磁 化 方 向 が 略 平 行 と な る 永 久 磁 石 ２ １ ８ を 有 す る カ

プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ を 使 用 す る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ の 径 方 向 と カ プ セ ル 型 内 視 鏡

２ １ ０ 内 の 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 磁 化 方 向 と が 一 致 す る た め 、 印 加 す る 磁 界 の 方 向 に カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ２ １ ０ の 径 方 向 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０

に 回 転 磁 界 を 与 え た 場 合 に は 、 回 転 磁 界 の 回 転 に し た が っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ も 回

転 す る こ と と な る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 は 径 方 向 と 略 並 行 で あ り 、 針 １ ６ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 駆

動 に し た が っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ の 径 方 向 に 突 出 ま た は 収 納 す る 。 し た が っ て 、 永

久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と 針 １ ６ の 先 端 方 向 と は 略 平 行 と な る 。 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 磁 化 方

向 と が 略 平 行 で あ る た め 、 印 加 し た 磁 界 の 方 向 に 針 １ ６ を 穿 刺 で き る こ と か ら 、 穿 刺 方 向

を 一 意 に 決 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 針 １ ６ は 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 が カ プ セ ル 型 内 視 鏡

２ １ ０ の 筐 体 の 長 軸 に 垂 直 な 平 面 と 略 平 行 に 設 け ら れ る こ と と な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 つ ぎ に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ を 使 用 し た 場 合 に お け る カ プ セ ル 方 向 変 化 処 理 に つ い

て 詳 細 に 説 明 す る 。 た と え ば 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 狭 い 空 間 に お け る 場 合 に つ い て 説 明 す

る 。 こ の 場 合 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 １ ７ （ １ ） に 示 す よ う に 、 腸 壁 Ｗ ｉ 内 の 穿 刺 対 象 位 置

に 針 位 置 を 合 わ せ る た め の 回 転 磁 界 Ｍ ２ １ ａ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ に 与 え 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ２ １ ０ を 穿 刺 直 前 に と る べ き 所 望 姿 勢 と す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 そ の 後 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ に お い て は 、 針 １ ６ が 突 出 す る 。 そ し て 、 磁 界 発 生 部

２ は 、 磁 界 の 向 き を 斜 め 方 向 に 変 化 さ せ た 磁 界 Ｍ ２ １ ｂ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ に 与 え

る 。 す な わ ち 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 磁 界 制 御 部 ８ の 制 御 の も と 、 突 出 し た 針 １ ６ の 先 端 が 穿

刺 対 象 層 側 を 向 く よ う に 、 永 久 磁 石 １ ８ を 傾 斜 さ せ る 磁 界 を 発 生 し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡

２ １ ０ 全 体 を 傾 斜 さ せ る 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ 内 の 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 方 向

は 、 磁 界 Ｍ ２ １ ｂ の 磁 界 方 向 に し た が っ て 斜 め に 変 化 し 、 図 １ ７ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ ２ １ に 示

す よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ 全 体 の 方 向 も 傾 斜 す る 。 そ し て 、 腸 壁 Ｗ ｉ に 傾 斜 し た

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ か ら 張 力 が 与 え ら れ 腸 壁 Ｗ ｉ が 伸 び 広 げ ら れ る と と も に 、 伸 展 し

た 腸 壁 Ｗ ｉ に 接 触 し て い た 針 １ ６ の 先 端 に 腸 壁 の 弾 性 力 （ 反 力 ） が か か る た め 、 針 １ ６ の

先 端 方 向 に 大 き な 力 が か か る こ と と な り 、 針 １ ６ が 腸 壁 Ｗ ｉ に 確 実 に 穿 刺 さ れ る 。 さ ら に

、 針 １ ６ を 重 力 方 向 に 傾 け た 場 合 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ と 腸 壁 の 重 力 と を 針 １ ６ の

先 端 に か け る こ と が で き る 。 な お 、 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 針 １ ６ を 突 出 さ せ た 後 に 磁

界 Ｍ ２ １ ａ の 方 向 を 変 え る ほ か 、 磁 界 Ｍ ２ １ ａ の 方 向 を 変 え て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ を

傾 斜 し た 後 に 針 １ ６ を 突 出 さ せ て も よ い 。

10

20

30

40

50



(16) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 し た が っ て 、 実 施 の 形 態 ２ の よ う に 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 磁 化 方 向 と 針 １ ６ の 先 端 方 向 と を

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 径 方 向 に 略 平 行 に 設 け た 場 合 に お い て も 、 永 久 磁 石 ２ １ ８ に 与 え る 磁

界 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ 全 体 の 向 き の 変 化 に よ る 大

き な 動 き を 針 １ ６ に 与 え て 針 １ ６ を 穿 刺 対 象 層 に 確 実 に 刺 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 な お 、 広 い 空 間 に お い て は 、 図 １ ８ （ １ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 胃 壁

Ｗ ｓ と 平 行 で あ る 磁 界 Ｍ ２ ２ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ に 与 え る 。 こ の 場 合 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ 内 の 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 方 向 が 磁 界 Ｍ ２ ２ の 磁 界 方 向 に し た が っ て 変 化 す

る こ と に と も な い 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ の 長 軸 が 胃 壁 Ｗ ｓ と 垂 直 に な る よ う に 方 向

が 変 化 す る 。 す な わ ち 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ は 、 胃 壁 Ｗ ｓ 上 に 立 つ よ う な 姿 勢 に な

る 。 ま た 、 針 １ ６ の 先 端 は 、 こ の 磁 界 Ｍ ２ ２ と 同 じ 方 向 を 向 く よ う に 突 出 す る 。 そ し て 、

磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 １ ８ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 突 出 し た 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 同 じ 方 向 の 磁

界 Ｍ ２ ２ で は な く 、 胃 壁 Ｗ ｓ 方 向 へ 向 か う 矢 印 Ｙ ２ ２ に し た が っ て 方 向 を 徐 々 に 変 化 さ せ

た 磁 界 Ｍ ２ ３ ａ ， Ｍ ２ ３ ｂ ， Ｍ ２ ３ ｃ を 順 次 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ に 与 え る 。 こ の 結

果 、 永 久 磁 石 ２ １ ８ が 矢 印 Ｙ ２ ２ に し た が っ て 方 向 を 変 化 さ せ 、 こ れ に と も な い カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ も 矢 印 Ｙ ２ ２ の よ う に 針 １ ６ が 突 出 し た 側 に 倒 れ る 。 こ の カ プ セ ル 型 内

視 鏡 ２ １ ０ ａ が 倒 れ る こ と に よ る 運 動 量 に よ っ て 、 針 １ ６ を 穿 刺 対 象 層 に 確 実 に 刺 す こ と

が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ を 立 た せ た

時 に 胃 壁 Ｗ ｓ 側 に し た い 面 Ｓ （ 図 １ ８ （ １ ） に お い て は カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ の 下 側

の 面 と な る 。 ） を 平 坦 に し 、 さ ら に 面 Ｓ 側 に 錘 ２ ２ ０ を 設 け て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０

ａ を 所 望 の 向 き で 安 定 し て 胃 壁 Ｗ ｓ 上 に 立 た せ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 図 １ ８ の よ う

に 錘 ２ ２ ０ を 新 た に 設 け る ほ か 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ａ を 立 た せ た 時 に 胃 壁 Ｗ ｓ 側 に

し た い 面 Ｓ 側 に 永 久 磁 石 ２ １ ８ を 設 け る こ と に よ っ て 錘 と し て の 機 能 を 持 た せ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ま た 、 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 胃 壁 Ｗ ｓ ， Ｗ ｉ 内 に 刺 す と き

に 磁 気 引 力 を 発 生 さ せ て 、 こ の 磁 気 引 力 を 針 １ ６ に 加 え て 針 を 刺 し て も よ い 。 こ の 場 合 、

磁 界 発 生 部 ２ は 、 磁 束 密 度 を 磁 界 方 向 に 変 化 さ せ た 磁 界 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ に 与 え

る 。 こ の 結 果 、 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 磁 化 方 向 に 磁 気 引 力 が 生 じ 、 こ の 磁 気 引 力 に よ っ て 、 針

１ ６ を 穿 刺 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ま た 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 磁 束 密 度 を 磁 界 方 向 に 変 化 さ せ る ほ か 、 磁 束 密 度 を 磁 界 方 向 と

垂 直 方 向 に 変 化 さ せ た 勾 配 磁 界 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 与 え て も よ い 。 た と え ば 、 図 １ ９ （

１ ） に 示 す よ う に 、 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 磁 化 方 向 の 垂 直 方 向 に 磁 束 密 度 が 変 化 し た 磁 界 Ｍ ２

４ を 与 え た 場 合 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 １ ９ （ １ ） の 矢 印 Ｙ ２ ４ ａ の 方 向 に 磁 気 引 力 が 生 じ

、 こ の 磁 気 引 力 に し た が っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｂ も 矢 印 Ｙ ２ ４ ａ の 方 向 に 移 動 す る

。 こ れ に と も な い 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｂ か ら 突 出 し て い た 針 １ ６ も 矢 印 Ｙ ２ ４ ｂ の

方 向 に 移 動 す る 。 な お 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｂ に お い て は 、 針 １ ６ を す く い 上 げ る よ

う に 穿 刺 す る た め 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 磁 化 方 向 と を 略 平 行 と は し て い

な い 。 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と 垂 直 で あ る 磁 気 引 力 が 針 １ ６ の 穿 刺 方 向 に か か る よ う に

す る た め 、 図 １ ９ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 永 久 磁 石 ２ １ ８ の 磁 化 方 向 と

が 成 す 角 の 角 度 θ ２ １ が ４ ５ ° 以 上 と な る よ う に 、 針 １ ６ を 設 け て い る 。 角 度 θ ２ １ を ４

５ ° 以 上 と し た 場 合 に は 、 図 １ ９ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 針 １ ６ の 穿 刺 方 向 に 矢 印 Ｙ ２ ４ ａ

の 方 向 の 磁 気 引 力 が か か る よ う に な る た め 、 矢 印 Ｙ ２ ４ ｂ の 方 向 に 針 １ ６ が 胃 壁 Ｗ ｓ に 押

し 付 け ら れ て 確 実 に 刺 さ る 。 さ ら に 、 角 度 θ ２ １ が ６ ０ ° 以 上 の 場 合 に は 磁 気 引 力 の ８ ０

％ 以 上 の 成 分 を 針 １ ６ の 穿 刺 方 向 に 与 え る こ と が で き る た め 、 角 度 θ ２ １ を ６ ０ ° 以 下 に

す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 ま た 、 図 ８ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ａ と 同 様 に 、 図 ２ ０ （ １ ） の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １

０ ｃ の よ う に 、 突 出 し た 場 合 に お け る 針 １ ６ の 先 端 方 向 と 、 矢 印 Ｙ ２ ５ ａ に 示 す 針 １ ６ が

突 出 ま た は 収 納 す る 方 向 と が 異 な る よ う に 針 １ ６ を 設 け て も よ い 。 図 ２ ０ （ ２ ） に 示 す よ

う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ が 倒 れ て 針 １ ６ が 胃 壁 Ｗ ｓ に 穿 刺 さ れ る 場 合 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ に は 、 針 １ ６ の 矢 印 Ｙ ２ ６ に 示 す 収 納 方 向 と は 異 な る 向 き の 反 力 Ｐ ２ ６

が 胃 壁 Ｗ ｓ に か か る た め 、 針 １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ 内 に 押 し 戻 さ れ る こ と は な

い 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 さ ら に 、 図 ２ ０ （ １ ） に 示 す よ う に 、 永 久 磁 石 ２ １ ８ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ の 径

方 向 に 対 し 傾 く よ う に 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 鉛 直 方 向 の 磁 界 Ｍ ２ ５ が 印 加 さ れ た 場 合

、 永 久 磁 石 ２ １ ８ が 磁 界 Ｍ ２ ５ と 同 じ 方 向 と な る よ う に 方 向 を 変 化 さ せ る た め 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ 本 体 は 、 胃 壁 Ｗ ｓ に 対 し て 傾 斜 す る よ う に 立 ち 上 が る こ と と な る 。 そ し

て 、 針 １ ６ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ 本 体 が 胃 壁 Ｗ ｓ か ら 立 ち 上 が っ た と き に 、 カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ の 胃 壁 Ｗ ｓ 側 の 傾 斜 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ る 。 こ れ に よ っ

て 、 磁 界 Ｍ ２ ５ が 印 加 さ れ た 場 合 に は 針 １ ６ の 先 端 が 確 実 に 胃 壁 Ｗ ｓ に 向 く よ う に 位 置 決

め で き る 。 そ し て 、 磁 界 Ｍ ２ ５ の 印 加 が 停 止 さ れ た 場 合 、 傾 い た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０

ｃ 自 体 の 重 み に よ っ て 、 矢 印 Ｙ ２ ５ ｂ の よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ ｃ が 針 １ ６ を 下 に

し た 状 態 の ま ま 倒 れ 、 確 実 に 針 １ ６ を 胃 壁 Ｗ ｓ に 刺 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

（ 実 施 の 形 態 ３ ）

　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 ３ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ １ は 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る カ プ セ ル 型

内 視 鏡 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ ２ は 、 図 ２ １ に お け る Ｃ Ｃ 断 面 図 で あ る 。

な お 、 実 施 の 形 態 ３ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム は 、 図 １ と 同 様 の 構 成 を 有 し 、 図 ５ に

示 す 処 理 手 順 と 同 様 の 処 理 手 順 を 行 な う こ と に よ っ て 、 薬 液 の 注 入 を 行 な う こ と が で き る

。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 実 施 の 形 態 ３ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム に お い て は 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ と 同 様 に 、 筐 体 の 径 方 向 と 磁 化 方 向 が 略 平 行 と な る 永 久 磁 石 ３ １ ８ を 有

す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ を 使 用 す る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 そ し て 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は 、 針 ３ １ ６ の 後 端 と

、 ９ ０ ° 以 上 １ ３ ５ ° 以 下 の 角 度 を 成 す よ う に 接 続 す る 。 こ の た め 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５

が 図 ２ ２ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ ３ １ の よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 外 周 側 に 移 動 し た 場 合 、

針 ３ １ ６ は 、 矢 印 Ｙ ３ ２ に 示 す よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 外 表 面 に 突 出 す る 。 し た

が っ て 、 突 出 し た 場 合 に お け る 針 ３ １ ６ の 先 端 方 向 と 針 ３ １ ６ が 突 出 ま た は 収 納 す る 方 向

と が 異 な る た め 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 矢 印 Ｙ ３ １ 方 向 へ の 移 動 に よ り 腸 壁 な ど か ら

反 力 Ｐ ３ １ を 受 け た 場 合 で あ っ て も 、 突 出 し て い た 針 ３ １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ に

押 し 戻 さ れ る こ と は な い 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ に お い て は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 径 方 向 と カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ３ １ ０ 内 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 磁 化 方 向 と が 一 致 す る た め 、 印 加 す る 磁 界 の 方 向 に

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 径 方 向 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ ３ （ １ ）

～ （ ３ ） に 示 す 磁 界 Ｍ ３ １ ～ Ｍ ３ ３ の よ う に 管 腔 を 中 心 と す る 回 転 磁 界 が 与 え ら れ た 場 合

に は 、 矢 印 Ｙ ３ ３ ａ ， Ｙ ３ ３ ｂ ， Ｙ ３ ３ ｃ の よ う に 永 久 磁 石 ３ １ ８ も 回 転 磁 界 の 回 転 に し

た が っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 長 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 こ れ に と も な い 、 カ プ セ ル 型 内

視 鏡 ３ １ ０ 全 体 も 矢 印 Ｙ ３ ３ の よ う に 回 転 す る 。 こ の 場 合 、 突 出 し て い た 針 ３ １ ６ も カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ 全 体 の 回 転 に と も な っ て 移 動 す る た め 、 図 ２ ３ （ ３ ） に 示 す よ う に 、

針 ３ １ ６ の 先 端 部 に 引 っ か か っ た 腸 壁 Ｗ ｉ が 伸 展 さ れ 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ 全 体 の 回

転 に よ る 運 動 量 が 針 ３ １ ６ の 先 端 に か か っ て 針 ３ １ ６ は 腸 壁 Ｗ ｉ 内 に 確 実 に 刺 さ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 ま た は 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ２ ４ （ １ ） に 示 す よ う に 、 管 腔 に 対 し 斜 め の 磁 界 Ｍ ３ ４ を

印 加 し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ 本 体 を 傾 か せ る こ と に よ っ て 図 ２ ４ （ ２ ） の よ う に 腸 壁

Ｗ ｉ を 伸 展 さ せ た う え で 、 磁 界 Ｍ ３ ４ と 同 じ 角 度 を 持 つ と と も に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０

の 外 周 に 沿 っ て 回 転 す る 回 転 磁 界 Ｍ ３ ５ を 印 加 し て も よ い 。 こ の 回 転 磁 界 Ｍ ３ ５ の 回 転 に

し た が っ て 、 矢 印 Ｙ ３ ５ に 示 す よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ も 回 転 す る た め 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 外 表 面 に 突 出 し た 針 ３ １ ６ は 、 伸 展 し た 腸 壁 Ｗ ｉ に 確 実 に 刺 さ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 こ の よ う に 、 実 施 の 形 態 ３ の よ う に 針 ３ １ ６ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 外 表 面 に 突 出

さ せ る 場 合 も 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ に 与 え る 磁 界 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ３ １ ０ 全 体 の 向 き の 変 化 に よ る 大 き な 動 き を 針 ３ １ ６ に 与 え て 針 ３ １ ６ を 穿 刺 対

象 層 に 確 実 に 刺 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 こ こ で 、 針 ３ １ ６ の 先 端 が 腸 壁 な ど の 穿 刺 対 象 層 の 組 織 に 引 っ か か っ た 後 に 回 転 磁 界 に

よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、 針 ３ １ ６ を 確 実 に 穿 刺 で き る 。

し か し な が ら 、 図 ２ ５ （ １ ） に 示 す よ う に 、 針 の 突 出 長 さ が 短 く 針 １ １ ６ の 先 端 が 腸 壁 Ｗ

ｉ な ど の 穿 刺 対 象 層 の 組 織 に 引 っ か か ら な か っ た 場 合 に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 全 体 が 回 転

し た 場 合 で あ っ て も 、 図 ２ ５ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 針 １ １ ６ の 先 端 が 腸 壁 Ｗ ｉ の 組 織 表 面

で 滑 っ て 空 転 し て し ま い 、 針 １ １ ６ が 刺 さ ら な い 。 こ の た め 、 針 ３ １ ６ の 先 端 が 穿 刺 対 象

層 の 組 織 に 引 っ か か る よ う に 、 針 ３ １ ６ の 突 出 長 さ や 針 ３ １ ６ の 配 設 位 置 を 設 定 す る 必 要

が あ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 具 体 的 に は 、 図 ２ ６ （ １ ） に 示 す よ う に 、 領 域 Ｓ ３ ３ ａ に お い て 針 ３ １ ６ の 先 端 に 腸 壁

Ｗ ｉ が 引 っ か か り 、 矢 印 Ｙ ３ ７ に 示 す よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 回 転 に よ っ て 腸 壁

Ｗ ｉ が 伸 展 で き る よ う に 、 図 ２ ６ （ ２ ） の 領 域 Ｓ ３ ３ ｂ に 示 す よ う に 、 針 ３ １ ６ の 先 端 と

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 と の 間 に 、 腸 壁 Ｗ ｉ の 組 織 が 十 分 に 入 り 込 め る 空 間 が 必 要

と な る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 た と え ば 、 ヒ ト の 小 腸 を 針 の 穿 刺 対 象 層 と し た 場 合 を 例 に 針 ３ １ ６ の 具 体 的 構 造 お よ び

設 置 位 置 条 件 に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 小 腸 の 粘 膜 層 Ｗ ｉ ｓ

は 、 内 腔 に 向 か っ て 伸 び る 細 長 い 毛 状 の 絨 毛 Ｈ ｊ と 呼 ば れ る 組 織 か ら 成 り 立 つ 。 こ の 絨 毛

Ｈ ｊ の 長 さ は 、 １ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 薬 液 を 注 入 し た い 粘 膜 下 層 は 、 こ の 絨 毛 Ｈ ｊ の 根 元 部

に 当 た る 。 こ の た め 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 針 ３ １ ６ の 先 端 と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の

外 周 の 中 心 を 結 ぶ 直 線 Ｌ ０ 上 で 、 針 ３ １ ６ の 先 端 部 と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 と の

間 に １ ｍ ｍ を 超 え る 空 間 が で き る よ う に 針 ３ １ ６ の 構 造 お よ び 設 置 位 置 を 設 定 す れ ば 、 こ

の 空 間 内 に 絨 毛 Ｈ ｊ が 入 り 込 み 、 針 ３ １ ６ の 先 端 部 が 目 標 と す る 粘 膜 下 層 に 到 達 す る こ と

が で き る 。 針 ３ １ ６ の 先 端 部 が 粘 膜 下 層 に 到 達 し て い る 状 態 で カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ 全

体 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 長 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 針 ３ １ ６ が 粘 膜 下

層 に 穿 刺 さ れ 、 薬 液 の 注 入 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 つ ぎ に 、 針 ３ １ ６ の 先 端 と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 外 周 の 中 心 を 結 ぶ 直 線 Ｌ ０ 上 で 、

針 ３ １ ６ の 先 端 部 と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 と の 間 に １ ｍ ｍ を 超 え る 空 間 が で き る

針 ３ １ ６ の 突 出 角 度 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 針 ３ １ ６ の 突 出 角 度 を 、 図 ２ ９ に 示 す よ う に

、 針 ３ １ ６ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 側 で あ る 下 側 の 母 線 と 、 こ の 母 線 が カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 外 周 と 交 わ る 点 に お け る 接 線 Ｌ ｓ と が 成 す 角 度 を θ と す る 。 カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ が 長 軸 を 中 心 と し て 回 転 し た 場 合 、 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 針 ３ １ ６ の 先

端 に お い て 、 上 述 し た 接 線 Ｌ ｓ と 略 平 行 な 方 向 に 小 腸 組 織 か ら の 力 Ｆ を 受 け る 。 こ の う ち

、 針 ３ １ ６ の 移 動 方 向 と 平 行 で あ る 力 Ｆ の 成 分 が 針 ３ １ ６ に お け る 小 腸 組 織 へ の 穿 刺 力 Ｆ

´ と な る 。 針 ３ １ ６ の 突 出 角 度 は 、 上 述 し た 母 線 と 接 線 Ｌ ｓ と が 成 す 角 度 θ で あ る た め 、

穿 刺 力 Ｆ ´ の 大 き さ は 、 Ｆ ｃ ｏ ｓ θ と な る 。 こ こ で 、 角 度 θ が ４ ５ ° 以 下 で あ る 場 合 に は

、 穿 刺 力 Ｆ ´ に 垂 直 で あ る 力 Ｆ の 一 方 の 成 分 よ り も 穿 刺 力 Ｆ ´ の 方 が 大 き く な る た め 、 カ
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プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 回 転 に よ っ て 発 生 す る 力 を 効 率 的 に 穿 刺 に 使 用 す る こ と が で き る

。 し た が っ て 、 針 ３ １ ６ の 突 出 角 度 θ は 、 ４ ５ ° 以 下 で あ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 次 い で 、 針 ３ １ ６ の 突 出 長 さ Ｌ の 最 小 値 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ １ の よ う に 、 針 ３ １ ６

を 含 む カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 長 軸 方 向 に 垂 直 で あ る 断 面 を 求 め 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３

１ ０ の 長 軸 を 原 点 と し 、 座 標 系 を 当 て は め る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 外 径 を ２ ｒ 、 針

３ １ ６ の 先 端 部 に 対 応 す る 点 を Ｔ と す る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 針 ３ １ ６ の 突 出 角 度 θ お よ び 針 ３ １ ６ の 突 出 長 さ Ｌ と し た 場 合 、

点 Ｔ は 、 （ Ｌ ｃ ｏ ｓ θ ， Ｌ ｓ ｉ ｎ θ ＋ ｒ ） の 座 標 と な る 。 こ の 場 合 、 針 ３ １ ６ の 先 端 部 と

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ 筐 体 と の 間 の 長 さ で あ る 針 下 長 さ Ｕ は 、 以 下 の （ １ ） 式 で 表 さ れ

る 。

Ｕ ＝ （ （ Ｌ ｃ ｏ ｓ θ ）
２

＋ （ Ｌ ｓ ｉ ｎ θ ＋ ｒ ）
２

）
１ ／ ２

－ ｒ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 針 下 長 さ Ｕ は 、 前 述 し た よ う に １ ｍ ｍ 以 上 で あ れ ば よ い の で 、 Ｕ ≧ １ が 成 り 立 つ 。 こ の

た め 、 （ １ ） 式 を も と に 、 以 下 の （ ２ ） 式 が 導 か れ る 。

Ｌ
２

＋ ２ ｒ Ｌ ｓ ｉ ｎ θ － （ ２ ｒ ＋ １ ） ≧ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 図 ３ ２ に よ り 、 突 出 長 さ Ｌ が 同 じ 場 合 に は 、 突 出 角 度 θ が 大 き い ほ ど 針 下 長 さ Ｕ も 大 き

く な る 。 言 い 換 え る と 、 突 出 角 度 θ が 大 き い ほ ど Ｕ ≧ １ を 満 た す 長 さ Ｌ が 短 く な る 。 突 出

角 度 θ は 、 ４ ５ ° 以 下 が 望 ま し い た め 、 突 出 角 度 θ が ４ ５ ° で あ る と き に 、 突 出 長 さ Ｌ が

最 小 値 と な る 。 こ こ で 、 θ ＝ ４ ５ ° を （ ２ ） 式 に 代 入 す る と 、 以 下 の （ ３ ） 式 が 求 め ら れ

る 。

Ｌ
２

＋ ２
１ ／ ２

ｒ Ｌ － （ ２ ｒ ＋ １ ） ≧ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）

こ の （ ３ ） 式 を 変 形 す る と 、 （ ４ ） 式 が 得 ら れ る 。

（ Ｌ ＋ ２
１ ／ ２

ｒ ／ ２ ）
２

＋ （ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ ） ≧ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ）

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 こ の （ ４ ） 式 に お い て 、 Ｘ ＝ Ｌ ＋ ２
１ ／ ２

ｒ ／ ２ 、 Ｐ ＝ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ と す る と 、

以 下 の （ ５ ） 式 と な る 。

Ｘ
２

－ Ｐ ＝ （ Ｘ ＋ Ｐ
１ ／ ２

） （ Ｘ － Ｐ
１ ／ ２

） ≧ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ５ ）

ｒ ＞ ０ で あ る た め 、 Ｐ ＞ ０ を 導 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 し た が っ て 、 Ｐ
１ ／ ２

＞ ０ が 成 り 立 つ た め 、 （ ５ ） 式 が 成 り 立 つ Ｘ の 範 囲 は 、 Ｐ
１ ／ ２

≦ Ｘ で あ る 。 こ れ に 、 Ｘ ＝ Ｌ ＋ ２
１ ／ ２

ｒ ／ ２ 、 Ｐ ＝ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ を 当 て は め る こ

と に よ っ て 、 以 下 の （ ６ ） 式 が 成 り 立 つ 。

Ｌ ＋ ２
１ ／ ２

ｒ ／ ２ ≧ （ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ ）
１ ／ ２

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ６ ）

そ し て 、 （ ６ ） 式 よ り 、 Ｌ の 最 小 値 で あ る Ｌ m i n は 、 以 下 の （ ７ ） 式 の よ う に な る 。

Ｌ m i n ＝ （ ｒ
２

／ ２ ＋ ２ ｒ ＋ １ ）
１ ／ ２

̶ ２
１ ／ ２

ｒ ／ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ７ ）

ｒ の 値 が 小 さ い ほ ど Ｕ ≧ １ を 満 た す Ｌ の 最 小 値 Ｌ m i n も 小 さ く な る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 小 腸 用 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ は 、 外 径 が ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 一 般 的 で あ る た め

、 Ｒ ≧ ５ と す る と 、 ｒ の 最 小 値 は 、 ２ ． ５ ｍ ｍ と な る 。 こ の ｒ の 最 小 値 ２ ． ５ ｍ ｍ を （ ７

） 式 に 当 て は め る こ と に よ っ て 、 以 下 の （ ８ ） 式 の よ う に Ｌ m i n の 値 を 決 定 す る こ と が で

き る 。

Ｌ ≒ １ ． ２ ５ ３ 〔 ｍ ｍ 〕 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ８ ）

こ の よ う に 、 針 ３ １ ６ の 突 出 長 さ Ｌ の 最 小 値 は 、 １ ． ２ ５ ３ ｍ ｍ と な る 。 し た が っ て 、 突

出 長 さ Ｌ が １ ． ２ ６ ｍ ｍ よ り も 長 け れ ば 、 針 ３ １ ６ と カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 と の

間 に 絨 毛 Ｈ ｊ の 長 さ １ ｍ ｍ を 超 え た 高 さ の 空 間 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 な お 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 最 大 径 は 、 被 検 体 内 へ の 挿 入 性 を 考 慮 す る と 、 ２ ０ ｍ
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ｍ 以 下 で あ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ の 筐 体 の 径 が 小 さ い ほ う が

、 針 ３ １ ６ と 筐 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 の 高 さ が １ ｍ ｍ を 超 え る た め 、 針 ３ １ ６ の 突 出

長 さ Ｌ を 小 さ く す る こ と が で き 、 こ の 針 ３ １ ６ の 突 出 お よ び 収 納 を 駆 動 す る ア ク チ ュ エ ー

タ １ ５ を よ り 小 型 化 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

（ 変 形 例 １ ）

　 つ ぎ に 、 本 発 明 に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 変 形 例 １ に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た 実 施

の 形 態 ３ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ で は 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 駆 動 に よ っ て 針 ３

１ ６ を 突 没 し て い た が 、 こ の 針 ３ １ ６ は 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 回 転 に よ っ て 突 没 し て も よ い

。 図 ３ ３ は 、 本 発 明 の 変 形 例 １ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 一 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る

。 図 ３ ４ は 、 図 ３ ３ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の Ｃ Ｃ 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ ４ に は 、 こ

の 変 形 例 １ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ ａ の 要 部 で あ る 針 ３ １ ６ の 突 没 機 構 部 分 が 図

示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 図 ３ ３ ， ３ ４ に 示 す よ う に 、 こ の 変 形 例 １ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ ａ は 、 上 述

し た 実 施 の 形 態 ３ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ と 同 様 の 構 造 を 有 す る カ プ セ ル 型 の 筐

体 ３ １ １ の 内 部 に 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 回 転 力 に よ っ て 針 ３ １ ６ を 突 没 す る 突 没 機 構 ３ １ ２

と 、 突 没 機 構 ３ １ ２ お よ び 永 久 磁 石 ３ １ ８ を 支 持 す る 回 転 軸 ３ １ ３ と 、 こ の 回 転 軸 ３ １ ３

を 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 け 部 ３ １ ４ と 、 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 接 続 状 態

を 切 り 替 え る 接 続 状 態 切 替 部 ３ １ ５ と を 備 え る 。 ま た 、 針 ３ １ ６ は 、 特 に 図 示 し な い が 、

チ ュ ー ブ 等 を 介 し て バ ル ブ １ ４ と 連 通 す る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 の 形 態 ３ と 同 じ で あ り 、

同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 突 没 機 構 ３ １ ２ は 、 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 相 対 的 な 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 回 転 に よ っ て 筐 体 ３

１ １ か ら 針 ３ １ ６ を 突 没 す る た め の 機 構 で あ り 、 図 ３ ３ ， ３ ４ に 示 す よ う に 、 互 い に か み

合 う ラ ッ ク ３ １ ２ ａ お よ び ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ を 組 み 合 わ せ て 実 現 さ れ る 。 ラ ッ ク ３ １

２ ａ は 、 ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ と か み 合 う 歯 を 備 え た 棒 状 部 材 で あ る 。 こ の ラ ッ ク ３ １ ２

ａ の 端 部 に は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ３ の 場 合 と 同 様 に 傾 斜 し た 状 態 の 針 ３ １ ６ が 固 定 さ れ

る 。 こ の 場 合 、 針 ３ １ ６ は 、 そ の 先 端 方 向 が 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 磁 化 方 向 と 同 一 面 内 と な る

よ う に 設 け ら れ る 。 か か る ラ ッ ク ３ １ ２ ａ は 、 ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ の 回 転 運 動 を 直 線 運

動 に 変 換 し て 、 筐 体 ３ １ １ か ら 針 ３ １ ６ を 突 出 し 、 突 出 状 態 の 針 ３ １ ６ を 筐 体 ３ １ １ の 内

部 に 収 納 す る 。 ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ は 、 回 転 軸 ３ １ ３ の 端 部 に 固 定 さ れ 、 ラ ッ ク ３ １ ２

ａ と か み 合 う よ う に 配 置 さ れ る 。 ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ は 、 回 転 軸 ３ １ ３ を 介 し て 永 久 磁

石 ３ １ ８ の 回 転 動 作 を ラ ッ ク ３ １ ２ ａ に 伝 え る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 回 転 軸 ３ １ ３ は 、 図 ３ ３ に 示 す よ う に 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 略 中 央 部 に 形 成 さ れ た 貫 通 穴

に 挿 入 し た 状 態 で 永 久 磁 石 ３ １ ８ に 対 し て 固 定 さ れ る 。 ま た 、 回 転 軸 ３ １ ３ の 一 端 部 に は

、 上 述 し た よ う に ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ が 取 り 付 け ら れ 、 回 転 軸 ３ １ ３ の 他 端 部 は 、 軸 受

け 部 ３ １ ４ に 取 り 付 け ら れ る 。 軸 受 け 部 ３ １ ４ は 、 図 ３ ３ に 示 す よ う に 筐 体 ３ １ １ の 内 壁

側 延 出 部 に 配 置 さ れ 、 こ の 回 転 軸 ３ １ ３ の 他 端 部 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 接 続 状 態 切 替 部 ３ １ ５ は 、 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 接 続 状 態 を 切 り 替 え る

た め の も の で あ り 、 可 動 式 の 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ と 、 こ の 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ の 駆 動 源 で あ る

ア ク チ ュ エ ー タ ３ １ ５ ｂ と を 用 い て 実 現 さ れ る 。 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ は 、 図 ３ ３ に 示 す よ う

に 筐 体 ３ １ １ の 内 壁 側 延 出 部 に 配 置 さ れ る 。 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ は 、 回 転 軸 ３ １ ３ を 介 し て

永 久 磁 石 ３ １ ８ を 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 接 続 し 、 こ の 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の

接 続 状 態 を 固 定 状 態 と 可 動 自 在 状 態 と に 切 り 替 え る 。 具 体 的 に は 、 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ は 、

ア ク チ ュ エ ー タ ３ １ ５ ｂ の 駆 動 力 を も と に 回 転 軸 ３ １ ３ に 近 づ く 方 向 に 動 作 し て 、 回 転 軸

３ １ ３ を 側 方 か ら 挟 持 す る （ 図 ３ ３ 参 照 ） 。 こ の 結 果 、 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ は 、 こ の 回 転 軸

３ １ ３ を 介 し て 永 久 磁 石 ３ １ ８ を 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 固 定 状 態 に す る 。 ま た 、 接 続 部 材 ３
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１ ５ ａ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ １ ５ ｂ の 駆 動 力 を も と に 回 転 軸 ３ １ ３ か ら 離 間 す る 方 向 に 動

作 し て 、 こ の 回 転 軸 ３ １ ３ の 挟 持 状 態 を 解 除 す る 。 こ の 結 果 、 接 続 部 材 ３ １ ５ ａ は 、 か か

る 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 固 定 状 態 を 解 除 し て 、 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 永 久 磁

石 ３ １ ８ を 可 動 自 在 状 態 に す る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ３ １ ５ ｂ は 、 上 述 し た 制 御 基 板 １ ７ の 制

御 回 路 に よ っ て 駆 動 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 こ こ で 、 か か る 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 固 定 状 態 と は 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ が

回 転 軸 ３ １ ３ を 介 し て 相 対 的 に 筐 体 ３ １ １ に 固 定 さ れ た 状 態 で あ る 。 図 ３ ５ は 、 筐 体 に 対

す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 が 固 定 状 態 で あ る 場 合 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 動 作 を 例 示 す る 模 式

図 で あ る 。 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 固 定 状 態 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 、 外 部

か ら 印 加 さ れ た 磁 界 Ｍ ３ ６ に 追 従 し て 筐 体 ３ １ １ と と も に 回 転 す る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３

１ ０ ａ は 、 か か る 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 固 定 状 態 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 回 転 に 追 従 し て 、 例 え

ば 筐 体 ３ １ １ の 周 方 向 に 回 転 す る 。 こ の 場 合 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 相 対

的 に 回 転 し な い た め 、 ラ ッ ク ３ １ ２ ａ お よ び ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ は 動 作 せ ず 、 こ の 結 果

、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ ａ は 、 筐 体 ３ １ １ か ら 針 ３ １ ６ を 突 没 さ せ な い 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 一 方 、 か か る 筐 体 ３ １ １ に 対 す る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 可 動 自 在 状 態 と は 、 永 久 磁 石 ３ １ ８

が 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 自 在 な 状 態 で あ る 。 図 ３ ６ は 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石

の 接 続 状 態 が 接 続 部 材 に よ っ て 可 動 自 在 状 態 に 切 り 替 わ っ た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図

３ ７ は 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 が 可 動 自 在 状 態 で あ る 場 合 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡

の 動 作 を 例 示 す る 模 式 図 で あ る 。 図 ３ ６ ， ３ ７ に 示 す よ う に 、 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 可 動 自

在 状 態 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ た 磁 界 Ｍ ３ ６ に 追 従 し て 、 筐 体 ３ １ １ に 対

し て 相 対 的 に 回 転 す る 。 こ の 場 合 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 、 回 転 軸 ３ １ ３ を 介 し て ピ ニ オ ン ギ

ア ３ １ ２ ｂ に 回 転 動 作 を 伝 え る 。 ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ は 、 か か る 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 回 転

に 伴 っ て 回 転 す る 。 ラ ッ ク ３ １ ２ ａ は 、 か か る ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ の 回 転 動 作 を 直 線 動

作 に 変 換 し て 、 図 ３ ７ に 示 す よ う に 筐 体 ３ １ １ か ら 針 ３ １ ６ を 突 出 さ せ る 。 そ の 後 、 か か

る 可 動 自 在 状 態 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ に 対 し て 磁 界 Ｍ ３ ６ と 反 対 方 向 の 回 転 磁 界 が 印 加 さ れ た

場 合 、 こ の 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 、 こ の 反 対 方 向 の 回 転 磁 界 に 追 従 し て 、 筐 体 ３ １ １ に 対 し て

相 対 的 に 回 転 す る 。 こ の 場 合 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 、 回 転 軸 ３ １ ３ を 介 し て ピ ニ オ ン ギ ア ３

１ ２ ｂ に 反 対 方 向 の 回 転 動 作 を 伝 え る 。 ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ は 、 か か る 永 久 磁 石 ３ １ ８

の 回 転 に 伴 っ て 反 対 方 向 に 回 転 す る 。 ラ ッ ク ３ １ ２ ａ は 、 か か る ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ の

回 転 動 作 を 直 線 動 作 に 変 換 し て 、 突 出 状 態 の 針 ３ １ ６ を 筐 体 ３ １ １ に 収 納 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 な お 、 か か る 針 ３ １ ６ の 突 没 動 作 時 に お い て 、 永 久 磁 石 ３ １ ８ は 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 回

転 自 在 な 状 態 で あ る た め 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ ａ は 、 か か る 状 態 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ の

回 転 動 作 に 追 従 せ ず 、 回 転 し な い 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 変 形 例 １ で は 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 を 接 続 部 材 に よ

っ て 固 定 状 態 と 可 動 自 在 状 態 と に 切 り 替 え る よ う に し 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態

を 固 定 状 態 に し た 場 合 、 こ の 固 定 状 態 の 永 久 磁 石 の 回 転 に 追 従 し て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 回

転 し 、 筐 体 に 対 す る 永 久 磁 石 の 接 続 状 態 を 可 動 自 在 状 態 に し た 場 合 、 筐 体 に 対 し て 相 対 的

な 永 久 磁 石 の 回 転 に 追 従 し て 針 の 突 没 機 構 を 動 作 さ せ て 、 筐 体 か ら 針 を 突 没 す る よ う に 構

成 し た 。 こ の た め 、 外 部 磁 界 の 印 加 に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 磁 気 誘 導 と 針 の 突 没 動 作

と を 選 択 的 に 分 け て 実 行 す る こ と が で き 、 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 の 磁 気 誘 導 お よ び 針

の 突 没 動 作 に 必 要 な 消 費 エ ネ ル ギ ー を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 な お 、 こ の 変 形 例 １ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ １ ０ ａ は 、 筐 体 ３ １ １ の 外 表 面 に 螺 旋

構 造 体 を 備 え 、 筐 体 ３ １ １ に 対 し て 固 定 状 態 の 永 久 磁 石 ３ １ ８ の 回 転 に よ っ て 推 進 す る よ

う に 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 こ の 変 形 例 １ に お け る 針 ３ １ ６ の 突 没 機 構 ３ １ ２ は 、 上 述 し

た ラ ッ ク ３ １ ２ ａ お よ び ピ ニ オ ン ギ ア ３ １ ２ ｂ を 組 み 合 わ せ た も の に 限 ら ず 、 カ ム を 用 い
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た も の で あ っ て も よ い し 、 ベ ル ト お よ び プ ー リ を 組 み 合 わ せ た も の で あ っ て も よ い し 、 ク

ラ ン ク 機 構 を 用 い た も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

（ 実 施 の 形 態 ４ ）

　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 ４ に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ ８ は 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る カ プ セ ル 型

内 視 鏡 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 実 施 の 形 態 ４ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム は 、 図 １

と 同 様 の 構 成 を 有 し 、 図 ５ に 示 す 処 理 手 順 と 同 様 の 処 理 手 順 を 行 な う こ と に よ っ て 、 薬 液

の 注 入 を 行 な う こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 図 ３ ８ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ４ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム に お い て は 、 カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 １ ０ と 同 様 に 、 筐 体 の 長 軸 方 向 と 磁 化 方 向 が 略 平 行 と な る 永 久 磁 石 １ ８ を 有 す

る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ を 使 用 す る 。 そ し て 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 は 径 方 向 と 略 並 行 で あ

り 、 針 １ ６ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 駆 動 に し た が っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 径 方 向

に 突 出 ま た は 収 納 す る 。 し た が っ て 、 永 久 磁 石 １ ８ の 磁 化 方 向 と 針 １ ６ の 先 端 方 向 と は 、

ほ ぼ 垂 直 と な る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 さ ら に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 針 １ ６ の 先 端 方 向 側 に 錘 ２ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。

錘 ２ ２ ０ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 長 軸 か ら 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 側 に ず れ た 位 置 に 設

け ら れ て い る 。 こ の た め 、 錘 ２ ２ ０ に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 筐 体 の 重 心 は 、

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 筐 体 の 長 軸 か ら ず れ る こ と と な り 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の

筐 体 の 重 心 は 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 側 と な る 。 言 い 換 え る と 、 針 １ ６ の 先 端 方 向 は 、 こ の 錘

２ ２ ０ に よ っ て ず れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 筐 体 の 重 心 が ず れ た 方 向 、 す な わ ち 、 重

心 に お け る 中 心 軸 か ら の ず れ 方 向 に 対 応 し た 方 向 と な る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 つ ぎ に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ を 使 用 し た 場 合 に お け る カ プ セ ル 方 向 変 化 処 理 に つ い

て 詳 細 に 説 明 す る 。 た と え ば 、 図 ３ ９ に 示 す よ う に 、 下 方 に 胃 壁 Ｗ ｓ が あ る 広 い 空 間 に お

け る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ３ ９ （ １ ） に 示 す よ う に 、 胃

壁 Ｗ ｓ の 表 面 と 並 行 で あ る 方 向 の 磁 界 Ｍ ４ １ ａ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ に 与 え る 。 こ の

結 果 、 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 が 磁 界 Ｍ ４ １ ａ に し た が っ て 変 化 し 、 こ れ に と も な い カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 方 向 も 変 化 す る 。 そ し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ は 、 カ プ セ ル 型 内 視

鏡 ４ １ ０ 内 の 錘 ２ ２ ０ に よ っ て 、 こ の 錘 ２ ２ ０ が 下 方 の 胃 壁 Ｗ ｓ 側 に 向 く よ う に 位 置 決 め

さ れ る 。 つ ぎ に 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ３ ９ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 胃 壁 Ｗ ｓ の 上 を 向 く 磁 界

Ｍ ４ １ ｂ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ に 与 え 、 永 久 磁 石 １ ８ の 方 向 を 変 え て カ プ セ ル 型 内 視

鏡 ４ １ ０ を 立 ち 上 げ る 。 次 い で 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ３ ９ （ ３ ） の 矢 印 Ｙ ４ １ に 示 す よ う

に 、 胃 壁 Ｗ ｓ の 上 方 か ら 胃 壁 Ｗ ｓ 側 に 方 向 を 変 化 さ せ た 磁 界 Ｍ ４ ２ ａ ， Ｍ ４ ２ ｂ ， Ｍ ４ ２

ｃ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ に 与 え る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 こ の 結 果 、 矢 印 Ｙ ４ ２ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ は 、 与 え ら れ て い た 磁 界

の 方 向 の 変 化 に し た が っ て 胃 壁 Ｗ ｓ 側 に 倒 れ 、 倒 れ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ 全 体 の 重 さ

が 針 １ ６ の 先 端 に か か る こ と に よ っ て 突 出 し て い た 針 １ ６ が 胃 壁 Ｗ ｓ に 刺 さ る 。 こ の 場 合

、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ は 、 錘 ２ ２ ０ が 設 け ら れ た 側 を 下 側 に し て 倒 れ る た め 、 こ の 錘

２ ２ ０ が 設 け ら れ た 側 に 対 応 し て 設 け ら れ た 針 １ ６ は 、 胃 壁 Ｗ ｓ に 確 実 に 穿 刺 す る こ と と

な る 。 さ ら に 、 錘 ２ ２ ０ を 設 け て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 重 心 を 長 軸 か ら 針 の 先 端 方 向

側 へ ず ら す こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ が 倒 れ る と き の 運 動 量 を 大 き く す る こ

と が で き る た め 、 針 １ ６ の 穿 刺 を さ ら に 確 実 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 こ の よ う に 、 実 施 の 形 態 ４ に お い て は 、 錘 ２ ２ ０ を 設 け て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ の 重

心 を 突 出 し た 針 １ ６ の 先 端 方 向 側 に ず ら す こ と に よ っ て 、 穿 刺 対 象 層 へ の 針 １ ６ の 穿 刺 を

さ ら に 確 実 化 し て い る 。

【 ０ １ ０ ５ 】
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　 な お 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お い て は 、 図 ３ ９ （ ３ ） に お い て 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 磁 界 の 印

加 を 停 止 し て 発 生 磁 界 を ０ に し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ 自 体 の 重 み で カ プ セ ル 型 内 視

鏡 ４ １ ０ を 倒 し て も よ い 。 こ の 場 合 も 同 様 に 、 錘 ２ ２ ０ が 設 け ら れ た 側 を 下 側 に し て 倒 れ

る た め 、 こ の 錘 ２ ２ ０ が 設 け ら れ た 側 に 対 応 し て 設 け ら れ た 針 １ ６ は 、 胃 壁 Ｗ ｓ に 確 実 に

穿 刺 す る こ と と な る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お い て は 、 図 ４ ０ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ａ の よ う に 、

永 久 磁 石 １ ８ の 位 置 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ａ の 先 端 方 向 に ず ら し て も よ い 。 ま た 、 図

４ １ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ｂ の よ う に 、 錘 ２ ２ ０ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ｂ の

先 端 方 向 に ず ら し て も よ く 、 図 ４ ２ に 示 す カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ｃ の よ う に 、 永 久 磁 石

４ １ ８ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ｃ の 先 端 方 向 に 設 け て 錘 ２ ２ ０ と し て の 機 能 を 持 た せ て

も よ い 。 こ の よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ａ ， ４ １ ０ ｂ ， ４ １ ０ ｃ の 重 心 を 長 軸 か ら 針

の 先 端 方 向 側 に ず ら す こ と に よ っ て 、 図 ３ ９ （ ２ ） ， （ ３ ） の 場 合 と 同 様 に 、 立 ち 上 が っ

た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ４ １ ０ ａ を さ ら に 勢 い を 付 け て 倒 す こ と が で き 、 針 の 穿 刺 を さ ら に 確

実 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

（ 実 施 の 形 態 ５ ）

　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 ５ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ ３ は 、 実 施 の 形 態 ５ に お け る カ プ セ ル 型

内 視 鏡 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ ４ は 、 実 施 の 形 態 ５ に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の

右 側 面 図 で あ る 。 な お 、 実 施 の 形 態 ５ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム は 、 図 １ と 同 様 の 構

成 を 有 し 、 図 ５ に 示 す 処 理 手 順 と 同 様 の 処 理 手 順 を 行 な う こ と に よ っ て 、 薬 液 の 注 入 を 行

な う こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 実 施 の 形 態 ５ に か か る カ プ セ ル 導 入 シ ス テ ム に お い て は 、 図 ４ ３ お よ び 図 ４ ４ に 示 す よ

う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ２ １ ０ と 比 し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 筐 体 の 外 表 面 に 、 こ の カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ を 推 進 さ せ る 螺 旋 ５ ２ １ を さ ら に 有 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ を 使

用 す る 。 こ の 螺 旋 ５ ２ １ は 、 管 状 に な っ て お り 、 図 ４ ４ に 示 す よ う に 、 螺 旋 ５ ２ １ の 先 端

に は 、 針 １ ６ が 突 出 可 能 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 薬 液 タ ン ク １ ３ と バ ル ブ １ ４ と は 、 螺 旋 ５ ２ １ が 形 成 す る 管 路 と 螺 旋 ５ ２ １ 先 端 に 設 け

ら れ た 針 １ ６ と に 連 結 し て い る 。 そ し て 、 薬 液 タ ン ク １ ３ と バ ル ブ １ ４ と は 、 モ ー タ ５ ２

０ の 回 転 に し た が っ て 、 一 体 と な っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ の 筐 体 内 を 回 転 す る 。 こ の

場 合 、 バ ル ブ １ ４ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ の 筐 体 内 に 設 け ら れ た 溝 ５ ２ ２ に 沿 っ て 図

４ ３ （ ２ ） に 示 す 矢 印 Ｙ ５ １ の 方 向 に 筐 体 内 を 移 動 す る 。 そ し て 、 モ ー タ ５ ２ ０ の 回 転 に

よ り 薬 液 タ ン ク １ ３ お よ び バ ル ブ １ ４ が 溝 ５ ２ ２ に 沿 っ て 回 転 移 動 す る こ と に よ っ て 、 薬

液 タ ン ク １ ３ お よ び バ ル ブ １ ４ と 連 結 し た 針 １ ６ も 螺 旋 ５ ２ １ 内 か ら 押 し 出 さ れ 、 図 ４ ４

（ ２ ） の 矢 印 Ｙ ５ ２ に 示 す よ う に 、 螺 旋 ５ ２ １ の 先 端 か ら 突 出 す る 。 薬 液 タ ン ク １ ３ お よ

び バ ル ブ １ ４ が 回 転 可 能 で あ る 位 置 ま で 移 動 し た 場 合 、 針 １ ６ も 螺 旋 ５ ２ １ か ら 完 全 に 突

出 す る 。 そ し て 、 薬 液 タ ン ク １ ３ お よ び バ ル ブ １ ４ が 回 転 可 能 で あ る 位 置 ま で 移 動 し た 場

合 、 薬 液 タ ン ク １ ３ と 螺 旋 ５ ２ １ の 管 内 の 注 入 口 と が 接 続 し 、 薬 液 タ ン ク １ ３ か ら 螺 旋 ５

２ １ が 構 成 す る 管 内 に 薬 液 が 流 れ 込 む 。 な お 、 モ ー タ ５ ２ ０ は 、 受 信 部 ３ か ら 送 信 さ れ た

無 線 信 号 の 指 示 を も と に 制 御 基 板 １ ７ の 制 御 に し た が っ て 、 回 転 を 開 始 ま た は 停 止 す る 。

ま た 、 こ の モ ー タ ５ ２ ０ は 、 電 池 １ ９ か ら 供 給 さ れ た 電 力 を 用 い て 回 転 動 作 を 行 な う 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ に お い て は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ の 長 軸 周 り に 回 転 磁 界 が

か か る こ と に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ が 回 転 す る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ が 回 転

す る と 螺 旋 ５ ２ １ が 体 内 の 消 化 管 壁 に 合 う よ う に な り カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ が ネ ジ の よ

う に 軸 方 向 に 移 動 で き る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 こ こ で 、 実 施 の 形 態 ５ に お い て は 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 針 １ ６ の 突 出 方 向 と 、 螺 旋 ５ ２ １
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の 推 進 方 向 と が 一 致 す る よ う に 、 永 久 磁 石 ２ １ ８ を 回 転 さ せ る 回 転 磁 界 を 磁 界 発 生 部 ２ に

発 生 さ せ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ 全 体 を 回 転 さ せ る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 具 体 的 に は 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 図 ４ ５ に 示 す よ う に 、 矢 印 Ｙ ５ ２ に 示 す 針 １ ６ の 突 出 方

向 と 同 じ 方 向 で あ る 矢 印 Ｙ ５ ３ の 方 向 に 螺 旋 ５ ２ １ が 推 進 す る よ う に 、 こ の 矢 印 Ｙ ５ ３ の

方 向 に 回 転 す る 回 転 磁 界 Ｍ ５ １ を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ に 与 え る 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル

型 内 視 鏡 ５ １ ０ が 矢 印 Ｙ ５ ３ に 示 す よ う に 回 転 し 、 螺 旋 ５ ２ １ も 矢 印 Ｙ ５ ３ の 方 向 に 推 進

す る 。 し た が っ て 、 螺 旋 ５ ２ １ の 矢 印 Ｙ ５ ３ の 方 向 へ の 推 進 に し た が っ て 螺 旋 ５ ２ １ の 先

端 か ら 突 出 し た 針 １ ６ の 先 端 も 矢 印 Ｙ ５ ３ に 示 す 方 向 に 移 動 し 、 針 １ ６ は 、 そ の ま ま カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ の 下 部 に あ る 穿 刺 対 象 層 （ 図 示 せ ず ） に 刺 さ る 。 針 １ ６ の 先 端 に は 、

回 転 磁 界 Ｍ ５ １ に よ っ て 回 転 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ 全 体 の 重 み が か か る た め 、 針 １

６ は 、 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ 全 体 の 重 み に よ る 大 き な 運 動 量 に し た が っ て 穿 刺 対 象

層 に 確 実 に 刺 さ る 。 な お 、 ユ ー ザ は 、 回 転 磁 界 Ｍ ５ １ の 印 加 中 に お け る カ プ セ ル 型 内 視 鏡

５ １ ０ の 回 転 中 に モ ー タ ５ ２ ０ を 回 転 さ せ て 針 １ ６ を 突 出 さ せ る よ う に 入 力 部 ６ を 介 し て

指 示 し て も よ い 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 回 転 磁 界 Ｍ ５ １ の 印 加 に よ っ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １

０ が 回 転 し 螺 旋 ５ ２ １ の 先 端 が 穿 刺 対 象 層 に 接 触 し た と き に モ ー タ ５ ２ ０ を 回 転 さ せ て 針

１ ６ を 突 出 さ せ る よ う に 入 力 部 ６ を 介 し て 指 示 し て も よ い 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 実 施 の 形 態 ５ の よ う に 螺 旋 ５ ２ １ の 先 端 に 針 １ ６ を 設 け た 場 合 に お い て も 、 磁 界 制 御 部

８ は 、 針 １ ６ の 突 出 方 向 と 、 螺 旋 ５ ２ １ の 推 進 方 向 と が 一 致 す る よ う に 、 永 久 磁 石 ２ １ ８

を 回 転 さ せ る 回 転 磁 界 を 磁 界 発 生 部 ２ に 発 生 さ せ る こ と に よ っ て 、 針 １ ６ に 大 き な 動 き を

与 え て 、 針 １ ６ を 穿 刺 対 象 層 に 確 実 に 刺 す こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 な お 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 回 転 磁 界 Ｍ ５ １ を 与 え て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ を 回 転 さ せ た

後 に 勾 配 磁 界 を 与 え て 磁 気 引 力 を 発 生 さ せ て 、 穿 刺 対 象 層 へ の 針 １ ６ の 穿 刺 を さ ら に 確 実

な も の と し て も よ い 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ ～ ５ に お い て は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 １ ０ ， ２ １ ０ ， ３ １ ０ ， ４ １ ０

， ５ １ ０ の 方 向 を 所 望 の 方 向 に 変 化 さ せ る た め に 与 え る 磁 界 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 磁

界 は 、 針 の 先 端 方 向 お よ び 永 久 磁 石 の 磁 化 方 向 と 略 平 行 で あ る 平 面 内 で 方 向 を 変 化 さ せ た

磁 界 で あ る 。 す な わ ち 、 針 の 先 端 方 向 を 所 望 の 方 向 に 変 化 さ せ る た め に は 、 カ プ セ ル 型 内

視 鏡 自 体 の 方 向 を 所 望 の 方 向 に 変 化 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 永 久 磁 石 に 対 し て 、 針

の 先 端 方 向 と 永 久 磁 石 の 磁 化 方 向 と 略 平 行 で あ る 平 面 内 で 、 針 の 先 端 方 向 を 所 望 の 方 向 に

変 化 可 能 で あ る 方 向 の 磁 界 を 印 加 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 磁 界 制 御 部 ８ は 、 磁 界 発

生 部 ２ に 対 し て 、 針 の 先 端 方 向 お よ び 永 久 磁 石 の 磁 化 方 向 と 略 平 行 で あ る 平 面 内 で 方 向 を

変 化 さ せ た 磁 界 を 発 生 さ せ て 、 永 久 磁 石 の 方 向 を 変 化 さ せ て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 全 体 の 方 向

を 変 化 さ せ る 必 要 が あ る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ ～ ５ に お い て は 、 受 信 部 ３ は 、 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た 指 示 に し た

が っ て 薬 液 の 注 入 を 指 示 す る 無 線 信 号 を 送 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず

、 受 信 部 ３ は 、 自 動 病 変 検 出 機 能 を 備 え 、 出 血 部 や 潰 瘍 部 な ど の 病 変 を 検 出 し た 場 合 に 自

動 的 に 薬 液 の 注 入 を 指 示 す る 無 線 信 号 を 送 信 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ は 、 受 信 部

３ の 病 変 部 検 出 結 果 を も と に 、 磁 界 制 御 部 ８ に 穿 刺 を 行 な う た め の 磁 界 発 生 を 指 示 す る よ

う に 動 作 し て も よ い 。

【 ０ １ １ ７ 】

（ 変 形 例 ２ ）

　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 変 形 例 ２ に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た 実 施 の 形 態 ５ で は 、 ア ク チ ュ エ

ー タ の 回 転 駆 動 に よ っ て 針 を 突 没 さ せ て い た が 、 こ の 変 形 例 ２ で は 、 さ ら に 、 撮 像 部 の 撮

像 視 野 内 に 針 を 突 出 さ せ る よ う に し て い る 。 図 ４ ６ は 、 本 発 明 の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 の 一 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ４ ６ に 示 す よ う に 、 こ の 変 形 例 ２ に か か る
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カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ は 、 上 述 し た 螺 旋 ５ ２ １ を 筐 体 の 外 表 面 に 備 え て お ら ず 、 そ の

代 わ り に 、 カ プ セ ル 本 体 ５ １ １ の 光 学 ド ー ム 部 以 外 を 覆 う シ ー ス ５ １ ２ を 備 え る 。 ま た 、

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ は 、 上 述 し た モ ー タ ５ ２ ０ の 代 わ り に 、 略 半 輪 形 状 の 針 １ ６ を

回 転 駆 動 す る 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ ３ を 備 え る 。 な お 、 こ の カ プ セ ル 本 体 ５ １ １ は 、 か

か る 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ ３ の 機 能 以 外 、 上 述 し た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ と 同 様 の 機

能 を 備 え る 装 置 で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 の 形 態 ５ と 同 じ で あ り 、 同 一 構 成 部 分 に は 同

一 符 号 を 付 し て い る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 針 １ ６ は 、 螺 旋 形 状 ま た は 略 半 輪 形 状 の 注 射 針 で あ り 、 図 ４ ６ に 示 す よ う に カ プ セ ル 本

体 ５ １ １ の 光 学 ド ー ム 部 近 傍 に 配 置 さ れ る 。 針 １ ６ は 、 チ ュ ー ブ 等 を 介 し て バ ル ブ １ ４ と

連 通 し 、 こ の バ ル ブ １ ４ の 開 動 作 に よ っ て 薬 液 タ ン ク １ ３ と 連 通 す る 。 回 転 ア ク チ ュ エ ー

タ ５ １ ３ は 、 上 述 し た モ ー タ ５ ２ ０ と 同 様 に 制 御 基 板 １ ７ の 制 御 回 路 に よ っ て 駆 動 制 御 さ

れ 、 針 １ ６ を 回 転 さ せ て 突 没 す る 。 こ の 場 合 、 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ ３ は 、 撮 像 素 子 １

２ の 撮 像 視 野 内 に 針 １ ６ を 突 出 さ せ る 。 な お 、 か か る 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ ３ は 、 図 ４

６ に 示 す よ う に カ プ セ ル 本 体 ５ １ １ の 筐 体 外 表 面 に 配 置 さ れ て も よ い し 、 筐 体 内 部 に 配 置

さ れ て も よ い 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 シ ー ス ５ １ ２ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ の 筐 体 の 一 部 分 で あ り 、 図 ４ ６ に 示 す よ う

に カ プ セ ル 本 体 ５ １ １ に 取 り 付 け ら れ 、 こ の カ プ セ ル 本 体 ５ １ １ の 光 学 ド ー ム 部 以 外 を 覆

う 。 こ の 場 合 、 シ ー ス ５ １ ２ は 、 突 出 前 の 針 １ ６ お よ び 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ ３ を 内 包

す る 。 な お 、 か か る シ ー ス ５ １ ２ 内 の 針 １ ６ は 、 回 転 ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ ３ の 駆 動 力 に よ

っ て 回 転 し つ つ 、 シ ー ス ５ １ ２ か ら 突 没 す る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 つ ぎ に 、 こ の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ の 針 突 没 動 作 に つ い て 説 明 す

る 。 図 ４ ７ は 、 こ の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 撮 像 視 野 内 に 針 を 突 出 し た 状 態

を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ４ ８ は 、 こ の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 撮 像 す る 画 像

の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 被 検 体 内 部 に 導 入 さ れ た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ は 、 被 検 体 の 臓 器 内 部 を 移 動 し つ つ

、 こ の 被 検 体 の 臓 器 内 部 の 画 像 で あ る 体 内 画 像 を 順 次 撮 像 し 、 得 ら れ た 体 内 画 像 を 外 部 の

受 信 部 ３ （ 図 １ 参 照 ） に 順 次 無 線 送 信 す る 。 医 師 ま た は 看 護 師 等 の ユ ー ザ は 、 か か る カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ に よ っ て 撮 像 さ れ た 体 内 画 像 を 表 示 部 ５ （ 図 １ 参 照 ） に 表 示 さ せ て

観 察 し つ つ 、 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ が 被 検 体 内 部 に お け る 患 部 等 の 所 望 部 位 に 到

達 し た か 否 か を 判 断 す る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 こ こ で 、 被 検 体 内 部 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ が 体 内 に お け る 所 望 部 位 に 到 達 し た 場

合 、 図 １ に 示 し た 制 御 部 ４ は 、 入 力 部 ６ の 入 力 情 報 に 基 づ い て 制 御 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生

成 し た 制 御 信 号 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ に 無 線 送 信 す る よ う に 受 信 部 ３ を 制 御 す る 。

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ は 、 か か る 制 御 部 ４ か ら の 制 御 信 号 に 基 づ い て 針 １ ６ を 突 出 さ

せ つ つ 、 体 内 画 像 を 撮 像 す る 。 こ の 場 合 、 針 １ ６ は 、 図 ４ ７ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ５ １ ２

か ら 突 出 し て 撮 像 素 子 １ ２ の 撮 像 視 野 内 に 位 置 す る 。 撮 像 素 子 １ ２ は 、 か か る 撮 像 視 野 内

の 針 １ ６ を 含 む 体 内 画 像 を 撮 像 す る 。 か か る 撮 像 素 子 １ ２ に よ っ て 撮 像 さ れ た 体 内 画 像 に

は 、 例 え ば 図 ４ ８ に 示 す よ う に 、 体 内 に お け る 所 望 部 位 の 一 例 で あ る 患 部 ５ １ ４ と 突 出 状

態 の 針 １ ６ と が 含 ま れ る 。 ユ ー ザ は 、 か か る 体 内 画 像 を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 針 １ ６ と

患 部 ５ １ ４ と の 相 対 位 置 関 係 を 容 易 に 視 認 で き る 。 ユ ー ザ は 、 か か る 体 内 画 像 を も と に 針

１ ６ と 患 部 ５ １ ４ と の 相 対 位 置 関 係 を 確 認 し つ つ 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ の 磁 気 誘 導

お よ び 針 突 出 動 作 を 操 作 す る 。 か か る ユ ー ザ 操 作 に 基 づ い て 、 被 検 体 内 部 の カ プ セ ル 型 内

視 鏡 ５ １ ０ ｂ は 、 患 部 ５ １ ４ 近 傍 に 針 １ ６ を 突 出 し た 上 で 磁 気 誘 導 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、

確 実 に 患 部 ５ １ ４ に 針 １ ６ を 突 き 刺 す こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０

ｂ は 、 こ の 患 部 ５ １ ４ に 薬 液 を 確 実 に 注 射 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ２ ３ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 変 形 例 ２ で は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 内 蔵 し た 撮 像 素 子 の 撮 像 視 野

内 に 注 射 針 を 突 出 し て 、 被 検 体 内 部 に お け る 患 部 等 の 所 望 部 位 と 注 射 針 と の 相 対 位 置 関 係

を 捉 え た 体 内 画 像 を 撮 像 す る よ う に 構 成 し た 。 こ の た め 、 体 内 画 像 を も と に 被 検 体 内 部 の

所 望 部 位 と 注 射 針 と の 相 対 位 置 関 係 を 容 易 に 視 認 で き 、 こ の 体 内 画 像 を 参 照 し つ つ カ プ セ

ル 型 内 視 鏡 の 磁 気 誘 導 お よ び 針 突 出 動 作 を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 こ の 所 望 部 位 に 容 易 に

注 射 針 を 突 き 刺 す こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 体 内 部 位 に 対 す る 注 射 針 の 穿 刺 後 に 注 射 針 を

必 要 以 上 に 突 出 さ せ る こ と な く 、 確 実 に 所 望 部 位 に 薬 液 を 注 射 す る こ と が で き る 。 ま た 、

こ の 所 望 部 位 に 対 す る 薬 液 の 注 射 状 況 を 体 内 画 像 に よ っ て 視 認 で き る た め 、 所 望 部 位 か ら

の 薬 液 の 漏 出 が 発 生 し た 場 合 に 即 座 に 薬 液 放 出 を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 な お 、 こ の 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ に 例 示 さ れ る よ う な 針 突 出 動 作

は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ ～ ５ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 適 用 す る こ と も で き る 。 す な

わ ち 、 実 施 の 形 態 １ ～ ５ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 撮 像 素 子 の 撮 像 視 野 内 に 注 射 針 を

突 出 し 、 こ の 突 出 し た 注 射 針 を 被 写 体 と し て 含 む 体 内 画 像 を 撮 像 し て も よ い 。 こ の 場 合 も

、 上 述 し た 変 形 例 ２ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ｂ と 同 様 の 作 用 効 果 を 享 受 す る こ と

が で き る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

（ 変 形 例 ３ ）

　 つ ぎ に 、 変 形 例 ３ に つ い て 説 明 す る 。 実 施 の 形 態 １ ～ ５ に お い て は 、 電 池 １ ９ か ら 供 給

さ れ る 電 力 を 用 い て ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ ま た は モ ー タ ５ ２ ０ を 動 作 さ せ て 針 を 突 出 さ せ る

場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 変 形 例 ３ に お い て は 、 筐 体 内 に 設 け ら れ た 二 つ の 永 久 磁 石 間 に

お け る 反 発 力 を 利 用 し て 針 を 突 出 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る （ た と え ば 、 本 出 願 人 に よ る

特 願 ２ ０ ０ ７ － ４ ６ ０ １ ３ が あ る 。 ） 。 こ の 場 合 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 筐 体 内 に 、 磁 化 方

向 を 含 む 平 面 内 で 相 対 的 に 回 転 可 能 に 設 置 さ れ た 第 １ の 永 久 磁 石 お よ び 第 ２ の 永 久 磁 石 を

設 け 、 第 １ の 永 久 磁 石 お よ び 第 ２ の 永 久 磁 石 が 互 い に 反 発 力 を 発 生 す る 方 向 に 第 １ の 永 久

磁 石 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 永 久 磁 石 を 相 対 的 に 回 転 さ せ る 磁 界 を 与 え れ ば よ い 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 具 体 的 に 、 図 ４ ９ お よ び 図 ５ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ ９ （ １ ） ， （ ２ ） は 、 変 形 例

３ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 軸 方 向 の 断 面 図 で あ り 、 図 ４ ９ （ ３ ） は 、 図 ４ ９ （ ２ ） に

お け る Ｅ Ｅ 線 で カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。 図 ５ ０ は 、 変 形 例 ３ に か か る

カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 所 定 の 各 状 態 に お い て 磁 界 発 生 部 ２ が 印 加 す る 磁 界 強 度 を 示 す 図 で あ

る 。 図 ４ ９ に 示 す よ う に 、 変 形 例 ３ に か か る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ に お い て は 、 回 転

可 能 で あ り 図 ４ ９ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ ５ １ ｂ の 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ と

、 回 転 可 能 で あ る 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ と が 相 対 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 回 転 磁 石 ５ １ ８

ｂ が 円 滑 に 回 転 す る よ う に 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ の 接 触 面 上 に 摩 擦 低 減 部 材 ５ ０ ９ が 設 け ら れ

て い る 。 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ に お い て は 、 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ 側 の 仕 切 り に 回

転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ が 接 触 し た 場 合 に は 、 回 転 が 拘 束 さ れ る よ う に 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８

ａ の 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ 側 の 表 面 上 に は 、 高 摩 擦 部 材 ５ ０ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 カ プ

セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ は 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ の 回 転 時 に 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ に 接 続

す る 歯 車 ５ ０ ２ ａ と 噛 み 合 っ て 回 転 針 ５ １ ６ の 回 転 動 作 を 制 御 す る 歯 車 ５ ０ ２ ｂ を 有 す る

。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 ま ず 、 図 ５ ０ の 曲 線 ｌ ５ １ ｄ に 示 す よ う に 、 磁 界 発 生 部 ２ は 、 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ よ り も

体 積 が 大 き い 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ が 回 転 可 能 と な る 磁 界 強 度 Ｇ ５ １ よ り も 弱 い 磁 界 強 度

で 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ の 長 軸 周 り に 回 転 磁 界 を 印 加 す る 。 こ の 場 合 、 図 ４ ９ （ １

） に 示 す よ う に 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ は 、 高 摩 擦 部 材 ５ ０ ８ に よ っ て 回 転 が 拘 束 さ れ た

状 態 と な る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 剤 の 局 注 時 に は 、 図 ５ ０ の 曲 線 ｌ ５ ４ ｄ に 示 す よ う に 、 磁 界 発 生
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部 ２ は 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ 内 で 回 転 可 能 と な る 磁 界 強 度

Ｇ ５ １ よ り も 強 い 磁 界 強 度 の 磁 界 Ｍ ５ １ を 印 加 す る 。 こ の 場 合 、 図 ４ ９ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ ５

１ ａ に 示 す よ う に 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ お よ び 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ が 磁 界 Ｍ ５ １ に し た が

っ て 同 じ 向 き に 回 転 し 、 反 発 力 Ｈ ５ １ が 発 生 す る 。 そ し て 、 図 ４ ９ （ ２ ） の 矢 印 Ｙ ５ １ ｂ

に 示 す よ う に 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ は 、 こ の 反 発 力 Ｈ ５ １ に よ っ て 回 転 磁 石 ５ １ ８ ｂ か

ら 離 れ る よ う に 左 方 向 に 移 動 し 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ に 設 け ら れ た 歯 車 ５ ０ ２ ａ は 歯 車

５ ０ ２ ｂ と 噛 み 合 う 。 ま た 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ に お い て は 、 高 摩 擦 部 材 ５ ０ ８ に よ る

回 転 の 拘 束 が 解 除 さ れ 、 回 転 可 能 と な る 。 そ し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ は 、 磁 界 強

度 Ｇ ５ １ よ り も 強 い 磁 界 強 度 で 回 転 針 ５ １ ６ の 回 転 方 向 に 対 応 し た 向 き の 磁 界 が 印 加 さ れ

る こ と に よ っ て 回 転 し 、 こ れ に と も な い 歯 車 ５ ０ ２ ａ ， ５ ０ ２ ｂ も そ れ ぞ れ 回 転 す る 。 こ

の 結 果 、 図 ４ ９ （ ３ ） に 示 す よ う に 、 歯 車 ５ ０ ２ ｂ の 回 転 に よ っ て 、 回 転 針 ５ １ ６ が 矢 印

Ｙ ５ １ ｃ に 示 す よ う に 回 転 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ 外 に 突 出 す る 。 そ し て 、 回 転 針

５ １ ６ が 回 転 停 止 面 に 接 触 す る と 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ 本 体 が 回 転 し 、 腸 管 な ど の

周 方 向 に 沿 っ て 回 転 針 ５ １ ６ が 穿 刺 さ れ る 。 さ ら に 、 薬 液 タ ン ク １ ３ の 貫 通 穴 ５ ３ ３ と 回

転 針 ５ １ ６ の 図 示 し な い 貫 通 穴 が 接 続 す る た め 、 薬 液 タ ン ク １ ３ 内 の 薬 剤 が 回 転 針 ５ １ ６

を 介 し て 所 望 の 領 域 に 注 入 さ れ る こ と と な る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 そ し て 、 磁 界 強 度 Ｇ ５ １ よ り も 強 い 磁 界 強 度 の ま ま 磁 界 の 向 き を 逆 転 さ せ る こ と に よ っ

て 、 回 転 針 ５ １ ６ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ 内 に 収 納 さ れ 、 さ ら に 、 印 加 さ れ た 磁 界 の

磁 界 強 度 Ｇ ５ １ よ り も 弱 め る こ と に よ っ て 、 回 転 移 動 磁 石 ５ １ ８ ａ が 図 ４ ９ （ １ ） に 示 す

よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ５ １ ０ ａ に 固 定 さ れ る こ と と な る 。 こ の よ う に 、 筐 体 内 に 設 け ら

れ た 二 つ の 永 久 磁 石 間 に お け る 反 発 力 を 利 用 し て 円 滑 に 針 １ ６ を 突 出 し て も よ い 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 な お 、 こ れ ま で 被 検 体 内 導 入 装 置 と し て 光 学 的 観 察 を 行 な う カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に つ い て

説 明 し て き た が 、 光 学 的 観 察 に 限 ら ず 、 超 音 波 断 層 観 察 や ｐ Ｈ 計 測 等 を 行 な う カ プ セ ル 型

医 療 装 置 で も 構 わ な い 。 ま た 、 カ プ セ ル 型 筐 体 に 細 長 挿 入 部 を 取 り 付 け た ひ も 付 き カ プ セ

ル 型 医 療 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ １ ３ １ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム は 、 被 検 体 内 部 に 導 入 し た 被 検 体

内 導 入 装 置 に よ る 体 内 部 位 へ の 薬 液 注 射 に 有 用 で あ り 、 特 に 、 体 内 部 位 の 穿 刺 対 象 層 に 注

射 針 を 確 実 に 刺 す こ と が で き る 被 検 体 内 導 入 シ ス テ ム に 適 し て い る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】
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【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】
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【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】



(37) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2

【 国 際 調 査 報 告 】



(38) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2



(39) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2



(40) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2



(41) JP  WO2009/041525  A1  2009.4.2

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(81)指定国　　　　　AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),

EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,SK,T

R),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,

BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,K

G,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT

,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

Ｆターム(参考) 4C061 DD10　GG22　HH51　HH56　HH60　LL02　QQ06

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に

係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法

第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 科目内介绍系统

公开(公告)号 JPWO2009041525A1 公开(公告)日 2011-01-27

申请号 JP2009534375 申请日 2008-09-25

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 河野宏尚
田中慎介
内山昭夫

发明人 河野 宏尚
田中 慎介
内山 昭夫

IPC分类号 A61B1/00

CPC分类号 A61B1/041 A61B1/00016 A61B1/00087 A61B1/00158 A61B5/061 A61B5/073 A61B5/1455 A61B5
/4839 A61B10/0233 A61B17/3478 A61B34/73 A61B2034/732

FI分类号 A61B1/00.320.B A61B1/00.334.D

F-TERM分类号 4C061/DD10 4C061/GG22 4C061/HH51 4C061/HH56 4C061/HH60 4C061/LL02 4C061/QQ06

代理人(译) 酒井宏明

优先权 2007249970 2007-09-26 JP

其他公开文献 JP5399253B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的在于提供一种能够可靠地将针刺入穿刺对象层的被检体内
导入装置系统。在本发明中，胶囊型内窥镜（10）具有能够相对于壳体
的表面突出或缩回的针（16）和永久磁铁（18）。磁场控制部（8）根据
胶囊型内窥镜（10）内的永久磁铁（18）的磁化方向，使磁场产生部产
生用于使永久磁铁（18）的朝向变化的磁场，胶囊型内窥镜10中的针16
与针16的前端方向之间的关系。因此，磁场控制部8改变胶囊型内窥镜10
整体的朝向，使突出的针16穿刺穿刺对象层。结果，针（16）能够可靠
地卡在穿刺目标层中。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b05c1948-dbb6-43e1-a587-3d6dd98ac6b7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040511407/publication/JPWO2009041525A1?q=JPWO2009041525A1

